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１．安全にご使用いただくために 

・ ご使用の前にこの「安全にご使用いただくために」をよくお読みのうえ、ただしくお使いくだ

さい。 

・ ここに示した注意事項は設備を安全にお使いいただき、あなたや他の人々への危害や損害を未

然に防止するためのものです。 

・ 危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、誤った取り扱いをすると生じることが想

定される内容を、「危険」，「警告」，「注意」の３つに区分しています。 

「危険」：取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負うかまたは防災機能に致命的な悪影響を

及ぼすことが想定される場合。 
「警告」：取り扱いを誤った場合、使用者が重傷や障害を負うかまたは防災機能の一部に重大な悪影響を

及ぼすことが想定される場合。 
「注意」：取り扱いを誤った場合、使用者が障害を負うかまたは防災機能に悪影響を及ぼす可能性がある

場合、および防災機能を長期にわたって有効に活用する上でぜひ守ってほしい事項。 
 

絵表示の見方 

 左の記号は危険・警告・注意を促す内容があることを告げるものです。 

 左の記号は禁止の行為を告げるものです。 

 左の記号は行為を強制したり指示したりする内容を告げるものです 

 

 
警告 

総合作動試験で火皿を扱う際は、本書の要領に従って作業をしてください。誤った要領で行うと

火傷する場合があります。 

 
警告 

当社の修理技術者以外は，ＳＲノズルおよび盤類等の内部に手をふれないでください。感電や機

器が故障する場合があります。 

 
注意 

遠隔操作弁の機能点検を実施する場合には、必ず二次側の止水弁を閉止してから行ってくださ

い。 

設備の点検，整備および変更等は消防設備士等の有資格者が行ってください。 

盤面等機器の操作は必ず手で行ってください。手以外のものでは確実な操作ができず，また，機

器を破壊することがあります。 
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２．システム構成 

(1)  設備系統例（閉鎖型スプリンクラー設備と配管を兼用した場合）  

 



 

                             ３

(2) システム構成図 
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ＳＲ１００システム 

【制御部】 

【手動操作部】 

※１ ポンプ始動信号あるいはポンプ運転信号は、火災受信機を経由して制御する場合もある。 

※２ 中央操作盤とＳＲノズル間の信号線は、現地操作盤、電源盤を経由して接続される。 

※１ 

放水型ヘッド等を用いるスプリンクラー設備 

より総合操作盤への表示、警報項目 

 遠隔操

作弁 

電動ボール弁 

圧力スイッチ 

(注)ＳＲノズル～現地操作盤間の距離が 

    80ｍ以内の場合は省略できる 
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※１：ポンプ始動信号あるいはポンプ運転信号は，火災受信機を経由して制御する場合もある。
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３．構成装置 

(1) ＳＲノズル 

    自動火災報知設備の感知器が火災を感知すると、中央操作盤の指令によって対応する区画

のＳＲノズルが自動的に起動し、旋回動作を開始します。まず、感知部のリニアセンサが防

護空間を走査して火源を探査、検出し、更に炎検知器で火源の火災判断を行います。火災火

源を確認すると、火源位置情報等は中央操作盤に通知され、消火を行うのに最適な位置のＳ

Ｒノズルが自動選択され、放水モードが「自動」の場合は放水部から放水を開始します。Ｓ

Ｒノズルの感知部（赤外線リニアセンサおよび炎検知器）は定期的に自動でセルフチェック

を行うことで信頼性を維持しています。感知部に異常が確認された場合には中央操作盤にそ

の旨が表示されます。 

 

(2) 中央操作盤 

    中央操作盤は防災センター等（防災センター、中央管理室、守衛室、その他これらに類す

る場所）に設置します。 

    複数のＳＲノズルを遠隔で管理し、その状態表示、操作が可能です。またＳＲノズルが複

数台設置される場合は、火源の位置に応じて放水するＳＲノズルの自動選択を中央操作盤で

行います。 

    ＳＲノズルとは個別の通信線で接続し信号の受け渡しを行います。 

ａ．主な表示、操作 

 主な表示項目および操作項目は次の通りです。 
項 目 主 な 機 能 
状態表示 火災、火源確定、放水中、格納、現地単独、異常 

操作、表示 （ノズル操作権）自動－現地－中央、放水準備、（放水）放水－停止、 
（旋回）左－右、全復旧 

操作 （放水モード）手動－自動 
表示 （放水モード）手動－自動、電話呼出、電源、盤故障、（消火ポンプ）運転 
通話 電話ジャック 
制御 ＳＲノズル制御、消火ポンプ起動 

 

ｂ．主な機能 

  ｂ－１．状態表示 

    ｂ－１－１．運用 

項目 説 明 
火災 火災受信機から火災信号を受信した場合に点灯する火災代表灯。 

火源確定 ＳＲノズルが火災の火源探査を行った結果、火災と判断した場合に点灯

する。 
放水中 ＳＲノズルが放水時、圧力スイッチの動作により点灯する。 
格納 ＳＲノズルが格納されている場合（待機状態）、「格納」灯が点灯する。 

火災探査中や、放水等により動作し、ＳＲノズルが格納状態でない場合

には、「格納」灯が消灯する。 
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    ｂ－１－２．その他 

項目 説 明 
現地単独 ＳＲノズルの点検時の事故防止のために用い、現地操作盤にて、「現地

単独」操作をした場合に点灯します。 
｢現地単独｣の場合､当該ＳＲノズルは中央操作盤からの以下の動作指令

を受け付けない状態となり､現地操作盤での操作のみ有効となります。 
 
 火災探査開始－停止、放水準備、左－右旋回、放水開始－停止、 
全復旧 

異常 ＳＲノズル、電源盤、現地操作盤の電源系統の異常、ＳＲノズルの旋回

不能等の異常発生および、ＳＲノズル－中央操作盤間の通信異常時に点

灯します。 

   

ｂ－２．操作、表示 
項目 説 明 

(ノズル 
 操作権） 
自動－現地

－中央 

ＳＲノズルの運転状況および操作権の所在を表示します。 
 ・自動：火災信号に連動して動作する場合に点灯します。 
 ・現地：操作権が現地操作盤にある場合に点灯します。 
 ・中央：操作権が中央操作盤にある場合に点灯します。 
「中央」スイッチを押すことにより、操作権を確保し、当該 SR ノズ

ルを操作することができます。中央操作盤で操作権を確保できるのは、

１台のＳＲノズルのみです。現地操作盤との操作権の取り合い、ＳＲ

ノズルの選択は後押し優先となります。 
放水準備 「放水準備」操作をすると手動操作が可能となり、そのＳＲノズルの

自火報連動機能は解除されます。 
ＳＲノズルが格納中、または火災探査中でもその動作を停止して放水

可能な位置までＳＲノズルが旋回し、手動による「放水」「左旋回」「右

旋回」操作を受け付ける状態になります。 
ＳＲノズルが放水可能な位置まで旋回中は点滅し、旋回が完了すると

点灯します。 
（放水） 

放水－停止 
放水準備完了後、「放水」操作により遠隔操作弁が開放し、ＳＲノズル

からの放水を開始します。「停止」操作で遠隔操作弁が閉止し、放水を

停止します。 
遠隔操作弁全開で「放水」灯が点灯し、全閉で「停止」灯が点灯しま

す。 
（旋回） 
左－右 

ＳＲノズルを左右に旋回させます。旋回操作中に点灯します。 

全復旧 全てのＳＲノズルの放水を停止し、格納位置へ旋回させて初期の待機

状態に戻します。中央操作盤、現地操作盤のノズル操作権も解除され

ます。 
ただし火災受信機から火災信号が入力中は全復旧操作はできません。 

復旧動作中点灯します。 

ｂ－３．操作 
項目 説 明 

(放水ﾓｰﾄﾞ) 
手動－自動 

「自動」の場合火災受信機からの火災信号に連動し、ＳＲノズルでの

火災位置検出、放水に至るまで一連の動作を行います。「手動」の場合

ＳＲノズルでの火災位置検出まで実行し、放水開始は手動操作となり

ます。 
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ｂ－４．表示 

項目 説 明 
電源 中央操作盤の制御電源を表示します。 

盤故障 中央操作盤の電源系統の異常およびプログラマブルコントローラの異

常を表示します。 
消火ポンプ

運転 
加圧送水装置の運転時に点灯します。 

ｂ－５．通話 
項目 説 明 

電話 
ジャック 

現地操作盤およびＳＲノズルから電話呼出しがあると「電話呼出灯」

が点灯しブザーが鳴動します。電話ジャックに電話器のプラグを差込

むことによりブザーが停止し、通話が可能となります。 

ｂ－６．制御 
項目 説 明 

ＳＲノズル

制御 
火災信号受信時、当該地区にある全てのＳＲノズルへ火災探査開始を

指令します。その後、複数のＳＲノズルをお互いの防護範囲が重複す

るように設置する場合は各ＳＲノズルからの火源探査結果を集計し、

発生した火災の消火に最も適したＳＲノズル１台を選択し自動放水し

ます。 
中央操作盤で手動操作する場合は、操作に応じた制御信号を出力する

ほか、放水する台数の制限に応じてＳＲノズルに対してインタロック

制御を行います。 
消火ポンプ

起動 
放水開始時に消火ポンプ制御盤に対し消火ポンプ起動信号を出力しま

す。消火ポンプが減圧起動する場合、この機能は使用不要です。 
 

(3) 現地操作盤 

    現地操作盤はＳＲノズルおよびその放水範囲が見える位置に設置し、現地でＳＲノズルの

状態表示、現地操作を行うものです。 

ａ．主な表示、操作 

 主な表示項目および操作項目は次の通りです。 
項 目 主 な 機 能 
状態表示 火災、火源確定、放水中、格納、異常 

操作、表示 （ノズル操作権）中央－現地、放水準備、復旧、現地単独、 
（放水）放水－停止、（旋回）左－右 

操作 （壁面操作）有効－無効 
表示 （壁面操作）無効、電源、盤故障 
通話 電話ジャック 
制御 遠隔操作弁開－閉 
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ｂ．主な機能 

  ｂ－１．状態表示 

項目 説 明 
火災 火災受信機から火災信号を受信した場合点灯する火災代表灯です。 

火源確定 ＳＲノズルが火災の火源探査を行った結果、火災と判断した場合に点灯し

ます。 
放水中 ＳＲノズルが放水時、圧力スイッチの動作により点灯します。 
格納 ＳＲノズルが格納されている場合（待機状態）、「格納」灯が点灯します。 

火災探査中や、放水等により動作し、ＳＲノズルが格納状態でない場合に

は、「格納」灯が消灯します。 
異常 ＳＲノズルの電源系統の異常、旋回不能等、現地操作盤からの手動操作に

支障のある異常が発生した場合に点灯します。 

 

  ｂ－２．操作、表示 
項目 説 明 

（ノズル 
操作権） 

中央－現地 

ＳＲノズルの操作権の所在を表示します。 
 ・中央：操作権が中央操作盤にある場合に点灯します。 
 ・現地：操作権が現地操作盤にある場合に点灯します。 
「現地」スイッチを押すことにより、操作権を確保することができます。

１台の操作盤で確保できる操作権は、１台のＳＲノズルのみです。中央操

作盤との取り合い、ノズルの選択は後押し優先となります。 
放水準備 「放水準備」操作をすると手動操作が可能となり、そのＳＲノズルの自火

報連動機能は解除されます。 
ＳＲノズルが格納中又は火災探査中でも、その動作を停止して放水可能な

位置までＳＲノズルが旋回し、手動による「放水」操作を受け付ける状態

になります。 
ＳＲノズルが放水準備動作中は点滅し、旋回が完了すると点灯します。 

復旧 選択されているＳＲノズルのみ放水を停止し、格納位置へ旋回し、操作権

が解除されます。復旧動作中点灯します。 
現地単独 「現地単独」スイッチを押すと「現地単独」灯が点灯し、現地操作盤が管

理する全てのＳＲノズルが中央操作盤からの次の動作指令を受け付けない

状態となり、現地操作盤での操作のみ有効となる。 
 
 火災探査開始－停止、放水準備、左－右旋回、放水開始－停止、 
全復旧 
ＳＲノズルの点検時の事故防止のために用い、これを解除するには、再度

「現地単独」スイッチを押します。 
（放水） 

放水－停止 
放水準備完了後、「放水」操作により遠隔操作弁が開放し、ＳＲノズルから

の放水を開始します。「停止」操作で遠隔操作弁が閉止し、放水を停止しま

す。 
遠隔操作弁全開で「放水」灯が点灯し、全閉で「停止」灯が点灯します。 

（旋回） 
左－右 

ＳＲノズルを左右に旋回させます。旋回操作中に点灯します。 

ｂ－３．操作 
項目 説 明 

(盤面操作) 
有効－無効 

「無効」時は現地操作盤における全ての操作が無効となります。キーを差

し込み「有効」側に切り替えることにより操作が可能となります。 
現地操作盤は一般の人が操作できる位置に設置される可能性があり、誤操

作防止のため通常時は「無効」側で運用します。 
「無効」時は「無効」灯が点灯します。 
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ｂ－４．表示 
項目 説 明 
電源 現地操作盤の制御電源を表示します。 
盤故障 現地操作盤の電源系統の異常を表示します。 

ｂ－５．通話 
項目 説 明 

電話 
ジャック 

電話器のプラグを差込むことにより中央操作盤を呼出し、通話する事がで

きます。 

ｂ－６．制御 
項目 説 明 

遠隔操作弁 
開－閉 

ＳＲノズルからの制御信号により遠隔操作弁を開閉します。 

 

(4) 電源盤 

       ＳＲノズル～現地操作盤間のケーブル長が８０ｍを越える場合、その他電圧ドロップ等で

ＳＲノズルに所定の電圧が供給できない場合に設置します。分電盤からのＡＣ１００Ｖ電源

をＤＣ２４Ｖに変換し、ＳＲノズルへ電源を供給します。 

 

(5) 遠隔操作弁、および、圧力スイッチ 

    遠隔操作弁は、放水区域（ＳＲノズル）毎に設け、火災発生時に操作盤からの遠隔操作に

より開放し、可動式ヘッドから放水を制御するための弁であり、遠隔操作弁の一次側には制

御弁、二次側には止水弁および試験用排水弁を設けるものとします。 

遠隔操作弁本体は、「一斉開放弁の技術上の規格を定める省令」に基づく検定品とし、遠隔

操作用の電動ボール弁、手動起動弁、圧力スイッチ、および、調圧パイロット等により構成

するものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 分電盤、および、無停電電源装置（ＵＰＳ） 

    ＳＲノズルおよび各操作盤の非常電源切り替えまでの間は、無停電電源装置（ＵＰＳ）と

し、その２次側に分電盤を設け、各機器に電源を供給します。（標準のシステムでは、中央操

作盤に内蔵されます。） 

【遠隔操作弁の構成】 

電動ボール弁 手動起動弁 

圧力スイッチ 

一斉開放弁 制御弁 

※調圧パイロット弁 試験用排水弁 

止水弁 

手動開放 自動開放 

放水信号 

※調圧パイロット弁は、一斉開放弁の二次側圧力を自動的に調整する場合のみ用いる。 
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(7) 加圧送水装置 

    ポンプを用いた加圧送水装置は、「加圧送水装置等の構造および性能の基準の細目」（昭和

５５年消防予第１１号）に適合したものを設けます。なお、高架水槽や圧力水槽を用いる場

合にあっては、消防法施行規則第１４条第１項第１１号の規定の例により設けます。 

  ① 配管の摩擦損失計算 

   ・ ポンプの必要全揚程を求めるため、使用する配管の種別に応じて配管の摩擦損失係数計

算を行います。 

   ・ 配管の摩擦損失値は、「配管の摩擦損失計算の基準」（昭和５１年消防庁告示第３号）に

より求めます。 

  ② ポンプの全揚程 

ポンプの全揚程は、次の式により求めます。 

     ポンプの全揚程＝配管の摩擦損失水頭＋落差＋速度水頭（放水圧力換算値）  

  ③ ポンプの吐出量 

    放水区域に設けられた可動式ヘッドの１分間当たりの放水量が最大となる場合における、

当該ヘッドを放水できる量以上の量とし、次の式により求めます。 

     ポンプの吐出量＝放水量が最大となる可動式ヘッドの放水量×１．１  

  ④ ポンプの起動方法 

    ポンプの起動方法は、設備配管内の圧力が設定圧力以下に減圧した場合に自動起動する減

圧起動方式と、中央操作盤からの信号（放水信号）により起動する遠隔起動方式の併用と

してください。 

 

(8) 火災受信機 

    火災受信機は「受信機に係る技術上の規格を定める省令」に基づく検定品を設置してくだ

さい。 

 

(9) 感知器 

 感知器は、天井高さ、設置位置、火災の性状、感知区域等を考慮して選定してください。

なお、感知器は「火災報知設備の感知器および発信器に係る技術上の規格を定める省令」に

基づく検定品を設置してください。 
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４．点検事項 

点検によって異常が認められた場合は、６．症状別トラブルシューティングおよび７．エラーコード

別トラブルシューティングを参考にし、防火管理者に点検方法と対処方法を報告してください。 

 

(1) 水源 

① 外観点検 

ａ．貯水槽 
点   検   方   法 判   定   方   法 

・変形、漏水、腐食等がないかどうかを外部から

目視により確認する。 
・ 変形、損傷、漏水、著しい腐食等又はそ

の痕跡がないこと。 
 

ｂ．水量 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・水位計により確認する。水位計がないものにあ

っては、マンホールの蓋等を開けて検尺する。 
・ 規定量以上確保されていること。 

 

ｃ．水位計・圧力計 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・変形、損傷等がなく、指示値が適正であるかど

うか目視により確認する。 
・ 変形、損傷がなく、指示値が適正である

こと。 
 

ｄ．バルブ類 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・バルブ類に漏れ、変形等がなく、開閉位置が正

常であるかどうかを目視により確認する。 
・ 漏れ、変形、損傷がないこと。 
・ 「常時開」又は「常時閉」の表示および

開閉位置が正常であること。 
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② 機能点検 

ａ．水状 
点   検   方   法 判   定   方   法 

・マンホールの蓋等を開け、腐敗、浮遊物、沈殿

物等がないかどうかを目視およびバケツ等を用

いて採水し確認する。 

・ 著しい腐敗、浮遊物、沈殿物等がないこ

と。 

 

ｂ．給水装置 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・ 変形、腐食等がないかどうかを目視により、機

能が正常であるかどうかを排水弁の操作により

確認する。なお、排水量が非常に多い場合等こ

の方法が困難な時は、次の方法により確認する。 
 
① 水位電極を用いるものは、電極の回路の配線

を外すか、又は試験スイッチにより減水状態

にして給水を確認する。 
その後、回路の配線を接続するか、又は試験

スイッチにより満水状態を再現して給水の停

止を確認する。 
② ボールタップを用いるものは、手動操作によ

りボールを水中に没することにより減水状態

にして給水を確認する。 
その後ボールをもとに戻すことにより満水状

態を再現して給水の停止を確認する。 

・変形、損傷、著しい腐食等がないこと。 
・減水状態では給水し、満水状態では給水

が停止すること。 

 

ｃ．水位計・圧力計 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・ 水位計にあっては、マンホールの蓋等を開け検

尺により水位を測定し水位計の指示値を確認す

る。 
・ 圧力計にあっては、ゲージコック又はバルブ等

を閉じて圧力計の水を抜き、指針がゼロ点の位

置を指すかどうかを確認し、ゲージコック又は

バルブ等を開き指針の指示値を確認する。 

・ 水位計の指示値が適正であること。 
 
 
・ 圧力計のゼロ点の位置、指針の作動の状

況および指示値が適正であること。 

 

ｄ．バルブ類 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・手で操作することにより開閉操作が容易にでき

るかどうかを確認する。 
・ 開閉操作が容易にできること。 
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(2) 電動機の制御装置 

① 外観点検 

ａ．制御盤 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・ 周囲に点検上および使用上の障害となるものが

ないかどうかを確認する。 
 
・ 変形、腐食等がないかどうかを目視による確認

する。 

・ 火災による被害を受ける恐れの少ない

位置に設置され、周囲に点検上および使

用上の障害となるものがないこと。 
・ 変形、損傷、著しい腐食等又はその痕跡

がないこと。 
 

ｂ．電圧計 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・ 変形、損傷等がないかどうかを目視により確認

する。 
・ 電源電圧が適正であるかどうかを確認する。 

・ 変形、損傷等がないこと。 
 
・ 電圧計の指示値が所定の範囲内である

こと。 
・ 電圧計のないものにあっては、電源表示

灯が点灯していること。 
 

ｃ．開閉器・スイッチ 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・変形、損傷等がなく、開閉位置が正常であるか

を目視により確認する。 
・ 変形、損傷、脱落等がなく、開閉位置が

正常であること。 
 

ｄ．表示 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・適正に表示されているかどうかを確認する。 ・ スイッチ等の名称等に汚損、不鮮明な部

分がないこと。 
・ 銘板等がはがれていないこと。 

 

ｅ．予備品等 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・ヒューズ、電球等の予備品および回路図等が備

えてあるかどうか確認する。 
・ ヒューズ、電球等の予備品が備えられて

いること。 
・回路図、取扱説明書等が備えられている

こと。 
 

ｆ．手動式起動操作部 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・制御盤の直接操作部に変形、損傷等がないかど

うかを目視により確認する。 
・ スイッチの変形、損傷等がなく、表示銘

板の損傷、脱落、汚損等がないこと。 
 

ｇ．起動用水圧開閉装置 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・ 圧力スイッチの変形、損傷等がないかどうか目

視により確認する。 
・ 起動用圧力タンクの変形、損傷、漏水、漏気、

著しい腐食等がなく、圧力計の指示値が適正で

あるかどうかを確認する。 

・ 圧力スイッチの変形、損傷等がないこ

と。 
・ 起動用圧力タンクの変形、損傷、漏水、

漏気、著しい腐食等がないこと。 
・ 圧力計の指示値が適正であること。 
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② 機能点検 

ａ．開閉器・スイッチ類 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・ 端子の緩み等がなく開閉機能が正常であるかど

うかを開閉操作をすることにより確認する。 
 

・ 端子の緩み等がなく発熱していないこ

と。 
・ 開閉が正常に行われること。 

 

ｂ．ヒューズ類 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・ 損傷、溶断等がなく、所定の種類および容量の

ものであるかどうかを確認する。 
 

・ 損傷、溶断等がないこと。 
・ 回路図等で示された所定の種類および

容量のものが設けられていること。 
 

ｃ．継電器 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・脱落、端子の緩み、接点の焼損、ほこり等の付

着がないかどうかを確認し、スイッチ等の操作

により継電器を作動させ機能を確認する。 

・ 脱落、端子の緩み、接点の焼損、ほこり

等の付着がないこと。 
・ 正常に作動すること。 

 

ｄ．表示灯 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・スイッチ等の操作により点灯を確認する。 ・ 著しい劣化等がなく、正常に点灯するこ

と。 
 

ｅ．結線接続 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・断線、端子の緩み等がないかどうかを目視およ

びドライバー等により確認する。 
・ 断線、端子の緩み、脱落、損傷等がない

こと。 
 

ｆ．接地 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・腐食、断線等がないかどうかを目視又は回路計

により確認する。 
・ 著しい腐食、断線等の損傷がないこと。 
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(3) 加圧送水装置 

① 外観点検 

 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・ポンプ、電動機等に変形、腐食等がないかどう

か目視により確認する。 
・変形、損傷、著しい腐食、銘板等のはが

れがないこと。 
 

② 機能点検 

ａ．電動機 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・回転軸の回転が円滑であるかどうかを手で回す

ことにより確認する。 
・ 軸受部の潤滑油に汚れ、変質等がなく、必要量

が満たされているかどうか確認する。 
 
・軸継手に緩み等がなく、機能が正常であるかど

うかをスパナ等により確認する。 
・起動装置の操作により、機能が正常であるかど

うかを確認する。 

・ 回転軸の回転が円滑であること。 
 
・ 軸受部の潤滑油に汚れ、変質、異物の混

入等がなく、必要量が満たされているこ

と。 
・ 軸継手に緩み、脱落等がなく、接合状態

が確実であること。 
・電動機本体に著しい発熱、異常な振動、

不規則又は不連続な雑音等がなく、回転

方向が正常であること。 

 

ｂ．ポンプ 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・回転軸の回転が円滑であるかどうかを手で回す

ことにより確認する。 
・ 軸受部の潤滑油に汚れ、変質等がなく、必要量

が満たされているかどうかを確認する。 
 
・ポンプグランド部に著しい漏水がないかどうか

を確認する。 
・ポンプ連成計・圧力計のゲージコック又はバル

ブ等を閉じて水を抜き、指針がゼロ点の位置を

指すかどうかを確認し、ゲージコック又はバル

ブ等を開き、起動装置の操作により指針が正常

に作動するかどうかを確認する。 
・ポンプ吐出側に設けられている止水弁を閉じた

後、ポンプを起動させ、性能試験用配管のテス

ト弁を開放して、流量計および圧力計により定

格負荷運転時の性能が維持されているどうかを

確認する。 

・ 回転軸の回転が円滑であること。 
 
・ 軸受部の潤滑油に汚れ、変質、異物の混

入等がなく、必要量が満たされているこ

と。 
・ ポンプグランド部に著しい漏水がない

こと。 
・ ポンプ連成計・圧力計のゼロ点の位置お

よび指針の作動が適正であること。 
 
 
 
・ ポンプにおいて異常な振動、不規則又は

不連続な雑音等がなく、定格負荷運転時

における吐出圧力および吐出量が所定

の値であること。 
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(4) 呼水装置 

① 外観点検 

ａ．呼水槽 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・変形、漏水、腐食等が無く、水量が規定量以上

あるかどうかを目視により確認する。 
・変形、漏水、腐食等が無く、水量が規定

量以上であること。 
 

ｂ．バルブ類 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・ バルブ類に漏れ、変形等がなく、開閉位置が正

常であるかどうかを目視により確認する。 
 

・ 漏れ、変形、損傷等がないこと。 
・ 「常時開」又は「常時閉」の表示および

開閉位置が正常であること。 
 

② 機能点検 

ａ．バルブ類 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・手で操作することにより開閉操作が容易にでき

るかどうかを確認する。 
・ 開閉操作が容易にできること。 
 

 

ｂ．自動給水装置 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・ 変形、腐食等がないかどうかを確認する。 
・ 排水弁の操作により、機能が正常であるかどう

かを確認する。 

・ 変形、損傷、著しい腐食等がないこと。 
・ 呼水槽の水量が 2分の１に減水するまで

の間に作動すること。 
 

ｃ．減水警報装置 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・ 変形、腐食等がないかどうかを確認する。 
・ 補給水弁を閉じ排水弁の操作により機能が正常

であるかどうかを確認する。 

・ 変形、損傷、著しい腐食等がないこと。 
・おおむね 2 分の１の水量に減水するまで

に警報を発すること。 
 

ｄ．フート弁 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・ 吸水管を引き上げるか又はワイヤーもしくは鎖

等の操作により、異物の付着、つまり等がない

かどうかを確認する。 
・ ポンプの呼水漏斗のコックを開くことにより、

漏斗から連続的に溢水するかどうかを確認す

る。 
・ ポンプの呼水漏斗を開き、呼水槽のバルブを閉

止することにより逆止効果が正常であるかどう

かを確認する。 

・ 吸水に障害となる異物の付着、つまり等

がないこと。 
 
・ 呼水漏斗から連続的に溢水すること。 
 
 
・ 呼水漏斗の水が減水しないこと。 
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(5) 配管  

① 外観点検 

 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・ 管および管継手に漏れ、変形等がなく、他のも

のの支え、吊り等に利用されていないかどうか

を目視により確認する。 
・ 支持金具および吊り金具の脱落、曲がり、緩み

等がないかどうかを目視および手で触れること

により確認する。 
・ バルブ類に漏れ、変形等がないかどうか目視に

より確認する。 
 
・ ろ過装置に漏れ、変形等がないかどうかを目視

により確認する。 

・ 管および管継手に漏れ、変形、損傷等な

いこと。他のものの支え、吊り等に利用

されていないこと。 
・ 支持金具および吊り金具に脱落、曲が

り、緩み等がないこと。 
 
・ バルブ類に漏れ、変形、損傷等がないこ

と。「常時開」又は「常時閉」の表示お

よび開閉位置が正常であること。 
・ろ過装置に漏れ、変形、損傷等がないこ

と。 
 

② 機能点検 

ａ．バルブ類 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・ 手で操作することにより、開閉操作が容易にで

きるかどうかを確認する。 
・開閉操作が容易にできること。 

 

ｂ．ろ過装置 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・ろ過網の変形、異物の堆積等がないかどうかを

分解して確認する。 
・ ろ過網の変形、損傷、異物の堆積等がな

いこと。 
 

ｃ．逃し配管 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・加圧送水装置を締切運転させて、排水が適正で

あるかどうかを確認する。 
・ 逃し水量が次式で求めた量以上である

こと。 

    
t 60

    CLs  
  

・

・
＝ｑ　  

 
 ｑ：逃し水量（l/min） 

Ls：消火ポンプ締切運転時出力（kW） 
Ｃ：860kcal(1kW 時当りの水の発熱量) 

Δｔ：30℃（ポンプ内部の水温上昇温度） 
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(6) 送水口  

① 外観試験 

 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・ 周囲に使用上および消防自動車の接近の障害と

なるものがないかどうか確認する。 
・ スプリンクラー設備用送水口である旨および送

水圧力範囲を表示した標識が適正に設けられて

いるかどうかを確認する。 
・ 漏れ、変形等がなく、異物が入っていないかど

うかを目視により確認すること。 

・ 消防自動車の接近に支障がなく、送水活

動に障害となるものがないこと。 
・ 標識に損傷、脱落、汚損等がないこと。 
 
 
・ 差し込み式では、爪部分スプリング部分

等に錆等がなく、ねじ式ではねじ山のつ

ぶれ等がないこと。 
・ 漏れ等がなく、砂、小石等の異物が入っ

ていないこと。 
・ 保護具が設けてあるものにあっては、保

護具の変形、損傷がないこと。 
 

② 機能試験 

 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・ パッキンの老化等がないかどうかを確認する。 
・ホースの差込み金具又はねじ式金具を用いて容

易に着脱できるかどうかを確認する。 

・ パッキンの老化、損傷等がないこと。 
・ ホース等の着脱が容易であること。 
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(7) 遠隔操作弁  

① 外観試験 

 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・ 周囲に点検上および使用上の障害となるものが

なく、開閉操作に必要な有効スペースが確保さ

れているかどうかを確認する。 
・ バルブ類に漏れ、変形、腐食等がなく、開閉位

置が正常であるかどうかを目視により確認す

る。 
・ 圧力スイッチに変形、損傷等がないかどうかを

目視で確認する。 

・ 点検および開閉操作に必要なスペース

が確保されており、障害物となるような

ものが置かれていないこと。 
・ 漏れ、変形、損傷、著しい腐食等がない

こと。「常時開」又は「常時閉」の表示

および開閉位置が正常であること。 
・ 圧力スイッチに変形、損傷等がないこ

と。 
 

② 機能試験 

 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・ 圧力スイッチおよび電動弁の端子の緩み等がな

いかどうかを確認する。 
・ 遠隔操作弁の２次側の止水弁を閉止し、排水弁

を開放した状態で、中央操作盤および現地操作

盤により当該遠隔操作弁の開放操作を行い、正

常に遠隔操作弁が開放し、放水信号を発するこ

とができるかどうか確認する。 
・ 遠隔操作開放にともない二次側への送水圧力が

所定の圧力により送水されるかどうかを圧力計

により確認する。 
・ 遠隔操作弁は、手動起動弁により正常に開放す

るかどうかを確認する。 

・ 端子の緩み、脱落等がないこと。 
 
・ 遠隔操作弁が確実に開放し、圧力スイッ

チが設定圧力どおりに作動して放水警

報を発すること。 
 
 
・ 所定の送水圧力で二次側へ送水される

こと。 
 
・遠隔操作弁は、手動起動弁により正常に

開放すること。 

 

 

 
注意 

遠隔操作弁の機能点検を実施する場合には、必ず遠隔操作弁の二次側の止水弁を閉止して

から行ってください。 

遠隔操作弁の機能試験を行う場合には、ポンプが起動されるため、ポンプ室においてポン

プの運転状態を確認してください。 
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(8) 電源盤・ＳＲノズル  

下図にＳＲノズル各部の名称を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （ａ）正面図               （ｂ）背面図 

ＳＲノズル全体図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｻﾌﾞﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾟﾈﾙ 

背面ﾊﾟﾈﾙ 

ﾒｲﾝﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾟﾈﾙ 

電線管支持ﾊﾟﾈﾙ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放水部 

炎検知器 

ＳＲノズル内部配置図 
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① 外観検査 

ａ．電源盤（電源盤は設置されていない場合があります。） 
点   検   方   法 判   定   方   法 

・ 変形、損傷がないかどうかを目視により確認す

る。 
・変形、損傷等がないこと。 

 

 ｂ．ＳＲノズル 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・ ＳＲノズルの周辺には、感知、放水および旋回

動作等の妨げになるものがないかどうか目視に

より確認する。 
・ ＳＲノズルの散水範囲内には、感知および散水

障害となるものが置かれていないこと。 
・ 現地操作盤の｢盤面操作キー｣を｢有効｣とした上

で、「現地単独」釦を押し下げ、ＳＲノズルを選

択した後、「放水準備」釦を押し下げてノズルの

旋回動作を行い、放水ノズルや赤外線リニアセ

ンサ、炎検知器等に変形、損傷、著しい腐食等

がないかどうかを目視により確認する。 
・ ＳＲノズルの制御部および制御ケーブル等に変

形、損傷、著しい腐食等がないかどうかを目視

により確認する。 
・ 点検終了後、ＳＲノズルを中央操作盤より「全

復旧」操作する。 

・ ＳＲノズルの周辺には、感知、放水およ

び旋回動作等の妨げになるものがない

こと。 
・ 感知および散水障害となるものが置か

れていないこと。 
・ 放水ノズルや赤外線リニアセンサ、炎検

知器に変形、損傷、著しい腐食等がない

こと。 
 
 
 
・ＳＲノズルの制御部およびケーブル等に

変形、損傷、著しい腐食等がないこと。 

コネクタ部の構造（矢視ａ図） 

前面側 

上面側 

背面側 

背面側 

側面側 

ＳＲノズル本体 

コネクタ 

ケーブル 

電線管支持金具 

制御ケーブルの位置（平面図） 

ａ 

正面図（格納時） 正面図（操作時） 

ＣＴ１ 

ＣＴ２ 

ＣＴ４ 

ＣＴ３ 

コネクタ番号 



 

 ２１

 
注意 

ＳＲノズルの外観点検を実施する場合には、当該放水区域に放水することなく試験を行う

ために、必ず遠隔操作弁の二次側の止水弁を閉止してから行ってください。 

点検を終了する際は、遠隔操作弁の二次側の止水弁を開放状態に戻してください。 

ＳＲノズルの格納操作は、必ず盤操作による放水準備でＳＲノズルを振り出してから復旧

で格納してください。手で直接格納すると、セルフチェック異常などが発生する場合があ

ります。 
 

② 機能検査 

 以下にＳＲノズルの機能点検を示します。電源盤の機能点検はＳＲノズルの機能点検で兼ねる

こととします。（電源盤は設置されていない場合があります。なお、電源盤には操作スイッチ等の

機能はありません。） 

 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・ 遠隔操作弁の二次側を閉止した状態で、中央操

作盤又は現地操作盤(現地操作盤で操作する場

合は｢盤面操作キー｣を｢有効｣とした上で)で操

作権を取得し、手動操作によりＳＲノズルを起

動し、正常に作動するかどうかを確認する。 
 
① 「放水準備」釦を押し下げ、ＳＲノズルが格

納状態から中央（正面）の位置で停止し、「放

水準備」灯が点灯することを確認する。 
② ＳＲノズルの旋回操作釦「左」、「右」を押し

ながら、ＳＲノズルを任意の方向に旋回操作

ができることを確認する。 
③ 「放水」釦を押し下げ、遠隔操作弁の開放お

よび「放水中」灯が点灯し、ＳＲノズルが揺

動することを確認する。 
④ 「放水停止」釦を押し下げ、遠隔操作弁が閉

止し、圧力スイッチの復旧により「放水中」

灯が消灯することを確認する。 
⑤ 「全復旧」又は「復旧」釦を押し下げ、ＳＲ

ノズルが正常に格納されることを確認する。 
 
 

・ 中央操作盤又は現地操作盤の操作権が

取得できること。 
 
 
 
 
① 操作盤による手動操作により、ＳＲノ

ズルが格納状態から中央（正面）の位

置に旋回し、停止すること。 
② 旋回操作釦「左」および「右」の操作

により、ＳＲノズル側から見て、左お

よび右に旋回できること。 
③ 「放水」釦の押し下げにより、ＳＲノ

ズルが正常に揺動すること。 
 
④ 「放水停止」釦の押し下げにより、遠

隔操作弁が閉止すること。 
 
⑤ 「全復旧」又は「復旧」釦の押し下げ

により、ＳＲノズルが正常に格納さ

れ、「格納」灯が点灯し、異常警報の

ないこと。 
 

 

 

 
注意 

ＳＲノズルの機能点検を実施する場合には、当該放水区域に放水することなく試験を行う

ために、必ず遠隔操作弁の二次側の止水弁を閉止してから行ってください。 
ＳＲノズルの格納操作は、必ず盤操作による放水準備でＳＲノズルを振り出してから復旧

で格納してください。手で直接格納すると、セルフチェック異常などが発生する場合があ

ります。 

点検を終了する際は、中央操作盤より「全復旧」操作を行い、消火ポンプ制御盤にて消火

ポンプを停止させてください。 

点検を終了する際は、消火ポンプの停止を確認して、遠隔操作弁の二次側の止水弁を開放

状態に戻してください。 



 

 ２２

 
注意 

通常時は「現地単独」で運用しないでください。非常時に有効な消火活動の妨げになるこ

とがあります。 

・ 「現地単独」時は火災が発生しても自動動作を行いません。 

・ 「現地単独」時は放水制限が無効となるため、制限台数を超えて放水することができ、

消火活動に有効な放水量を確保できない場合があります。 

絶縁計を使用する前に、あらかじめ低圧テスタにて、絶縁抵抗が劣化していないことを確

認してください。 

 

 

(9) 中央操作盤 

① 外観検査 

ａ．周囲の状況 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・ 変形、損傷がないかどうかを目視により確認す

る。 
・ 操作に必要な有効なスペースが確保されている

ことを確認する。 
 

・ 変形、損傷等がないこと。 
 
・操作に必要なスペースが確保されており、

障害物となるようなものが置かれてい

ないこと。 
 

ｂ．スイッチ 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・ 定位の状態にあるかどうかを確認する。 
・放水モードが定められているモードでセットさ

れていることを確認する。 

・ 定位の位置にあること。 
・放水モード（自動又は手動）が定められ

ているモードでセットされ、定められて

いるモードが自動の場合は「自動」灯が

点灯していること。 
 

ｃ．表示部 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・ 表示等は、適切に表示されており、「故障」や「盤

故障」の異常がないことを確認する。 
・ 「現地単独」灯が消灯していることを確認する。 
・ ＳＲノズルが正しく格納されており、「格納」灯

が点灯していることを確認する。 
・ノズル操作権が「自動」となっているかどうか

確認する。 

・ 正しく表示されていること。 
・ 故障や盤故障が表示されていないこと。 
・ 「現地単独」灯が消灯していること。 
・ ＳＲノズルが正しく格納されており「格

納」灯が点灯していること。 
・「ノズル操作権自動」灯が点灯している

こと。 
 

ｄ．予備品等 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・ 盤内には、電話器が備えられているかどうかを

確認する。また、電話器内蔵電池寿命の確認を

する。 
 
・予備品および操作マニュアル等が備えてあるか

どうかを確認する。 

・ 専用の電話器が備えられていること。ま

た、明瞭に通話ができること。なお、電

池交換が必要な場合は、単３乾電池４本

を新品に交換する。 
・予備品および操作マニュアル等が備えて

あること。 
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予備品リスト（平成 23 年 5月現在） 

＜中央操作盤＞ 
名称 仕様 個数 

 回線数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
ｶﾞﾗｽ管ﾋｭｰｽﾞ KF10-2 2A,125V 30mm×φ6.4 1 
ｶﾞﾗｽ管ﾋｭｰｽﾞ KF10-2 3A,125V 30mm×φ6.4 1 
警報接点付ﾋｭｰｽﾞ P405 0.5A 3 

LED ﾗﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ 
KL30-LED024-R（赤） 
（XL3600 用） 

2 

LED ﾗﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ 
（乳白） 

PS5L－EAZ24 アンバー 1 2 3 

LED ﾗﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ 
（赤） 

PS5L－ERZ24 赤 1 2 

LED ﾗﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ 
（緑） 

PS5L－EGZ24 緑 1 2 

LED ﾗﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ 
（橙） 

PS5L－EAZ24 アンバー 1 

LED ﾗﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ 
（乳白／乳白） 

PS5L－EAZ24 
アンバー／アンバー 

1 2 3 

LED ﾗﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ 
（橙／赤） 

PS5L－EAZ24 赤／アンバー  2 3 

LED（赤） SEL－1210R 1 
LED（緑） SEL－1410G 1 

 

＜現地操作盤＞ 
名称 仕様 個数 

 
ﾀｲﾌﾟ ﾉｽﾞﾙ電源内蔵ﾀｲﾌﾟ ﾉｽﾞﾙ電源別置ﾀｲﾌﾟ 
回線数 1 2 1 2 3 4 

警報接点付ﾋｭｰｽﾞ P405 0.5A 2 3 2 3 4 5 
警報接点付ﾋｭｰｽﾞ P413 1.3A 1 2 1 2 3 4 
LED ユニット PXL－LED024－R（赤）（QXL 用） 1 
LED ﾗﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ PS5L－ERZ24（赤） 4 7 1 10 13 
LED ﾗﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ PS5L－EAZ24（アンバー） 7 9 1 11 13 
LED ﾗﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ PS5L－EGZ24（緑） 2 3 1 4 5 
LED SEL－1210R（赤） 1 1 
LED SEL－1410G（緑） 2 1 2 
ﾋｭｰｽﾞ KF10-1 1A,125V 30mm×φ6.4 1 2 － 
ﾋｭｰｽﾞ KF10-2 2A,125V 30mm×φ6.4 6 12 － 
引抜取付工具 XL－NQ（QXL 用） 1 

 

＜電源盤＞ 
名称 仕様 個数 
ｶﾞﾗｽ管ﾋｭｰｽﾞ 125V 2A 30mm×φ6.4 6 
ｶﾞﾗｽ管ﾋｭｰｽﾞ 125V 1A 30mm×φ6.4 1 

 

 

 

 

 

 



 

 ２４

 

ｅ．プログラマブルコントローラの電池の確認 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・ 盤内プロセッサモジュール表面の BAT が橙色

点灯していないか確認する。 
・電池寿命の有効期限（有効期限シールに記載）

を過ぎていないか確認する。 

・ 盤内プロセッサモジュール表面の BAT
が橙色点灯していないこと。 

・ 電池寿命の有効期限を過ぎていないこ

と。 
・ 電池交換が必要な場合は以下の手順で

行う。(交換用電池：FBT030A 富士電

気製) 
① カバーを開ける。 
② 電池ホルダーを取り出す 
③ 電池コネクタを外し、手早く(通電を切

って行う場合は５分以内)差し替える。 
④ 電池ホルダーを元に戻す。 
⑤ カバーを閉じる。 

 

 
注意 

電話器は、通常電源 OFF で保管してください。長時間、電源 ON にしておくと電池が消耗

してしまい、非常時に使用できない場合があります。 

中央操作盤を制御しているプログラマブルコントローラは、プログラムバックアップのた

めの電池が内蔵されています。 

・ 電池が消耗すると、盤内のプロセッサモジュール表面の BAT が橙色点灯します。この場

合は、１週間以内に電池を交換してください。 

・ 電池は約３年（30℃）で、警報が出なくても定期的に電池を交換してください。（有効期限

シールが貼ってあります。） 

・ 電池交換の際は、手早く(通電を切って行う場合は５分以内)差し替えてください。長時

間電池を抜き取った状態にするとユーザプログラムの内容が消失します。 

 

② 機能検査 

ａ．ランプ試験 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・盤内表示切替スイッチの「Ｓ２」釦を押しなが

ら、「Ｓ１」釦を押す。 
・盤内表示切替スイッチの「Ｓ２」釦を押

しながら、「Ｓ１」釦を押しているとき、

中央操作盤面の表示灯が全て点灯して

いること。 
 



 

 ２５

 

ｂ．作動試験 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・遠隔操作弁二次側の止水弁を閉止し、試験用排

水弁を開放した状態で、中央操作盤にて手動操

作によりＳＲノズルを起動し、正常に作動する

かどうかを確認する。 
 
① 「ノズル操作権中央」釦を押し下げ、中央操

作盤が操作権を取得し、「ノズル操作権中

央」灯が点灯することを確認する。 
② 「放水準備」釦を押し下げ、ＳＲノズルが格

納状態から中央（正面）の位置で停止し、「放

水準備」灯が点灯することを確認する。 
また、「ノズル操作権自動」灯が消灯する

ことを確認する。 
 
③ ＳＲノズルの旋回操作釦「左」、「右」を押し

ながら、ＳＲノズルを任意の方向に旋回操作

ができることを確認する。 
④ 「放水」釦を押し下げ、遠隔操作弁の開放、

および「消火ポンプ運転」灯が点灯し、ＳＲ

ノズルが揺動することを確認する。 
   また、消火ポンプ起動後、「消火ポンプ運

転」灯が点灯することを確認する。 
 
⑤ 「放水停止」釦を押し下げ、遠隔操作弁が閉

止し、圧力スイッチの復旧により「放水中」

灯が消灯することを確認する。 
 
⑥ 「全復旧」釦を押し下げ、ＳＲノズルが正常

に格納され、「格納」灯が点灯することを確

認する。 
⑦ 消火ポンプ制御盤にて消火ポンプを停止さ

せ、消火ポンプ停止後「消火ポンプ運転」灯

が消灯することを確認する。 

 
 
 
 
① 「ノズル操作権中央」釦を押し下げ、

中央操作盤が操作権を取得し、「ノズ

ル操作権中央」灯が点灯すること。 
② 「放水準備」釦を押し下げ、「放水準

備」灯が点灯し、ＳＲノズルは格納状

態から中央（正面）の位置に旋回し、

停止すること。 
また、「ノズル操作権自動」灯が消灯

すること。 
③ 旋回操作釦「左」および「右」の操作

により、ＳＲノズル側から見て、左お

よび右に旋回できること。 
④ 「放水」釦の押し下げ、遠隔操作弁の

開放により「放水中」灯が点灯するこ

と。なお、ＳＲノズルが正常に揺動す

ること。 
   また、消火ポンプ起動後、「消火ポ

ンプ運転」灯が点灯すること。 
⑤ 「放水停止」釦の押し下げ、遠隔操作

弁の閉止により「放水中」灯が消灯す

ること。なお、ＳＲノズルが正常に揺

動が停止すること。 
⑥ 「全復旧」釦の押し下げにより、ＳＲ

ノズルが正常に格納され、「格納」灯

が点灯すること。 
⑦ 消火ポンプ制御盤にて消火ポンプを停

止させ、消火ポンプ停止後「消火ポン

プ運転」灯が消灯すること。 

 

 
注意 

当該放水区域に放水することなく試験を行うために、必ず遠隔操作弁の二次側の止水弁を

閉止し、試験用排水弁を開放してから行ってください。 

ＳＲノズルの格納操作は、必ず盤操作による放水準備でＳＲノズルを振り出してから復旧

で格納してください。手で直接格納すると、セルフチェック異常などが発生する場合があ

ります。 

点検を終了する際は、中央操作盤より「全復旧」操作を行い、消火ポンプ制御盤にて消火

ポンプを停止させてください。 

点検を終了する際は、消火ポンプの停止を確認して、遠隔操作弁の二次側の止水弁を開放

状態に、試験用排水弁を閉止状態に戻してください。 

 
注意 

絶縁計を使用する前に、あらかじめ低圧テスタにて、絶縁抵抗が劣化していないことを確

認してください。 

 

 



 

 ２６

 

(10) 現地操作盤  

① 外観検査 

ａ．周囲の状況 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・変形、損傷がないかどうかを目視により確認す

る。 
・操作に必要な有効なスペースが確保されている

ことを確認する。 
 

・変形、損傷等がないこと。 
 
・操作に必要なスペースが確保されており、

障害物となるようなものが置かれていな

いこと。 
 

ｂ．スイッチ 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・定位の状態にあるかどうかを確認する。 
 

・定位の位置にあること。 
 

 

ｃ．表示部 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・表示等は、適切に表示されており、「故障」や「盤

故障」の異常がないことを確認する。 
・「現地単独」灯が消灯していることを確認する。 
・ＳＲノズルが正しく格納されており、「格納」灯

が点灯していることを確認する。 
・ノズル操作権が「自動」となっているかどうか

確認する。 

・正しく表示されていること。 
・故障や盤故障が表示されていないこと。 
・「現地単独」灯が消灯していること。 
・ＳＲノズルが正しく格納されており「格

納」灯が点灯していること。 
・「ノズル操作権中央」灯および「ノズル操

作権現地」灯が消灯していること。 
 

ｄ．予備品等 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・盤内には、電話器が備えられているかどうかを

確認する。また、電話器内蔵電池寿命の確認を

する。 
 
・予備品および操作マニュアル等が備えてあるか

どうかを確認する。 

・ 電話器が備えられていること。また、明

瞭に通話ができること。なお、電池交換

が必要な場合は、単３乾電池４本を新品

に交換する。 
・予備品および操作マニュアル等が備えて

あること。 
 

 

 
注意 

電話器は、通常電源 OFF で保管してください。長時間、電源 ON にしておくと電池が消耗

してしまい、非常時に使用できない場合があります。 

 

 



 

 ２７

 

② 機能検査 

 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・遠隔操作弁二次側の止水弁を閉止し、試験用排

水弁を開放した状態で、現地操作盤にて手動操

作によりＳＲノズルを起動し、正常に作動する

かどうかを確認する。 
 
① ｢盤面操作キー｣を｢有効｣とし、「盤面操作無

効」灯が消灯することを確認する。 
 
② 「ノズル操作権現地」釦を押し下げ、現地操

作盤が操作権を取得し、「ノズル操作権現

地」灯が点灯することを確認する。 
③ 「放水準備」釦を押し下げ、ＳＲノズルが格

納状態から中央（正面）の位置で停止し、「放

水準備」灯が点灯することを確認する。 
 
④ ＳＲノズルの旋回操作釦「左」、「右」を押し

ながら、ＳＲノズルを任意の方向に旋回操作

ができることを確認する。 
⑤ 「放水」釦を押し下げ、遠隔操作弁の開放お

よび「放水中」灯が点灯し、ＳＲノズルが揺

動することを確認する。 
   また、消火ポンプ起動後、「消火ポンプ運

転」灯が点灯することを確認する。 
 
⑥ 「放水停止」釦を押し下げ、遠隔操作弁が閉

止し、圧力スイッチの復旧により「放水中」

灯が消灯することを確認する。 
 
⑦ 「復旧」釦を押し下げ、ＳＲノズルが正常に格

納され「格納」灯が点灯することを確認する。 
 
⑧ 消火ポンプ制御盤にて消火ポンプを停止さ

せ、消火ポンプ停止後「消火ポンプ運転」灯

が消灯することを確認する。 

 
 
 
 
 
① ｢盤面操作キー｣を｢有効｣とすること

により、「盤面操作無効」灯が消灯す

ること。 
② 「ノズル操作権現地」釦を押し下げ、

現地操作盤が操作権を取得し、「ノズ

ル操作権現地」灯が点灯すること。 
③ 「放水準備」釦を押し下げ、「放水準

備」灯が点灯し、ＳＲノズルは格納状

態から中央（正面）の位置に旋回し、

停止すること。 
④ 旋回操作釦「左」および「右」の操作

により、ＳＲノズル側から見て、左お

よび右に旋回できること。 
⑤ 「放水」釦の押し下げ、遠隔操作弁の

開放により「放水中」灯が点灯するこ

と。なお、ＳＲノズルが正常に揺動す

ること。 
   また、消火ポンプ起動後、「消火ポ

ンプ運転」灯が点灯すること。 
⑥ 「放水停止」釦の押し下げ、遠隔操作

弁の閉止により、「放水中」灯が消灯

すること。なお、ＳＲノズルの揺動が

停止すること。 
⑦ 「復旧」釦の押し下げにより、ＳＲノ

ズルが正常に格納され、「格納」灯が

点灯すること。 
⑧ 消火ポンプ制御盤にて消火ポンプを停

止させ、消火ポンプ停止後「消火ポン

プ運転」灯が消灯すること。 

 

 
注意 

当該放水区域に放水することなく試験を行うために、必ず遠隔操作弁の二次側の止水弁を

閉止し、試験用排水弁を開放してから行ってください。 

ＳＲノズルの格納操作は、必ず盤操作による放水準備でＳＲノズルを振り出してから復旧

で格納してください。手で直接格納すると、セルフチェック異常などが発生する場合があ

ります。 

点検を終了する際は、中央操作盤より「全復旧」操作を行い、消火ポンプ制御盤にて消火

ポンプを停止させてください。 

点検を終了する際は、消火ポンプの停止を確認して、遠隔操作弁の二次側の止水弁を開放

状態に、試験用排水弁を閉止状態に戻してください。 

 
注意 

絶縁計を使用する前に、あらかじめ低圧テスタにて、絶縁抵抗が劣化していないことを確

認してください。 



 

 ２８

 

(11) 無停電電源装置（ＵＰＳ） 

① 外観検査 

 

   点   検   方   法          判   定   方   法    

・ＵＰＳが正しく固定されており、変形、損傷等

がないかどうかを目視により確認する。 
・ＵＰＳの上または周辺には、物などが置かれて

いないことを確認する。 
・運転状態表示およびディスプレイ等の表示は、

適切に表示されているかどうかを確認する。 

・変形、損傷等がないこと。 
 
・ＵＰＳの上または周辺には、物などが置

かれていないこと。 
・正しく表示されており、ＵＰＳが運転の

状態にあること。 

 

② 機能検査 

 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・商用電源を遮断した状態で、正常に電源供給が

行われるかどうかを確認する。 
・正常に電源供給が行われること。 

 

 

 
注意 

絶縁計を使用する前に、あらかじめ低圧テスタにて、絶縁抵抗が劣化していないことを確

認してください。 

 

 



 

 ２９

 

(12) 総合点検  

① 加圧送水装置 

ａ．起動 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・電源を非常電源に切り替えた状態で、起動装置

と連動してポンプが起動されるかどうかを確認

する。但し、病院等で非常電源に切り替えて点

検することが短時間であっても困難な場合はこ

の限りではない。 

・加圧送水装置が確実に作動すること。 

 

ｂ．表示・警報等 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・各表示部にポンプ運転時の表示・警報が発せら

れているかどうかを確認する。 
・正常に表示・警報等が行われていること。 

 

ｃ．運転電流 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・電動機の運転電流を測定し、許容範囲内である

かどうかを確認する。 
・運転電流が許容範囲内にあること。 

 

ｄ．運転状態 

点   検   方   法 判   定   方   法 
・ポンプおよび電動機の運転状態を確認する。 ・運転中に不規則、不連続な雑音、振動、

発熱等がないこと。 

 



 

 ３０

 

② 総合作動 

・ 作業を行う前に、中央操作盤の操作担当、ＳＲノズルの動作確認担当、遠隔操作弁の動作確認

担当とで、作業分担しお互いに連絡を取れるようにしてください。 

・ 点検作業中は遠隔操作弁二次側の止水弁を閉止し、試験用排水弁を開放してください。 

 

点   検   方   法 判   定   方   法 

・自動火災報知設備の感知器の作動と連動したＳ

Ｒ１００システムの放水モード「自動」におけ

る連動制御機能が適正であるかどうか、次によ

り確認する。 
 
ａ．試験条件 
① 遠隔操作弁の二次側止水弁を閉止し、試験用

配管の排水弁を開放する。 
② ＳＲノズルが受け持つ放水区域内の自動火災

報知設備の感知器を作動させてＳＲ１００シ

ステムの自動制御機能の確認を行う。 
③ 放水モードは、「自動」とする。 
④ 火皿を一方のＳＲノズルに明らかに近づけた

場所に配置する。(複数台設置の場合。次項「火

皿点火方法－②火皿配置場所」参照) 
⑤ 試験回数は、ＳＲノズルが起動するパターンご

とに１回行うものとする。（次頁総合作動試験

回数の例参照) 
 

ｂ．試験装置 

次項「火皿点火方法－①使用器具参照」 

 
ｃ．試験方法 
① 中央操作盤および現地操作盤が定位の状態に

あることを確認する。 
 

② ＳＲノズルが受け持つ放水区域内の自動火災

報知設備の感知器を作動させて、ＳＲ１００

システムへ火災信号を移報する。 
③ ＳＲノズルが受け持つ放水区域内に設けた火

源に着火する。(次項、「火皿点火方法」を参照) 
④ ＳＲノズルが旋回し、火災の探査が開始され

ることを確認する。 
⑤ 火源の位置に対応したＳＲノズルが選択さ

れ、該当する遠隔操作弁が開放し、放水が開

始されることを確認する。 
⑥ 遠隔操作弁の開放により消火ポンプが自動的

に起動し、消火ポンプ「運転」灯が点灯する

ことを確認する。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 中央操作盤は「電源」「格納」、「自動」

灯が点灯し、他の表示灯が消灯してい

ること。 
② 中央操作盤および現地操作盤の「火

災」灯が点灯し、ブザーが鳴動するこ

と。 
 

③ 火災探査が開始すると「格納」灯が消

灯すること。 
④ ＳＲノズルが火源の特定により「火源

確定」灯が点灯すること。 
⑤ 火源の位置に対応したＳＲノズルが

正しく選択され、遠隔操作弁の開放に

よる「放水中」灯が点灯すること。 
⑥ 消火ポンプ起動により消火ポンプ「運

転」灯が点灯すること。 
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点   検   方   法 判   定   方   法 

⑦ 「ノズル操作権中央」釦を押し下げ、中央操

作盤で操作権取得後、「放水停止」釦を押し下

げ、遠隔操作弁の閉止操作を行い、遠隔操作

弁の閉止により「放水中」灯が消灯すること

を確認する。 
⑧ 受信機の火災復旧操作を行った後、「全復旧」

釦を押し下げて、システムが復旧することを

確認する。 
⑨ 消火ポンプ制御盤にて消火ポンプを停止させ

る。 
 

⑦ 遠隔操作弁の閉止により「放水中」灯

が消灯すること。 
 
 
 
⑧ 「全復旧」の操作によりシステムが正

常に復旧し、ＳＲノズルが格納される

こと。 
⑨ 消火ポンプ停止により消火ポンプ「運

転」灯が消灯すること。 
 

 

 

 
注意 

 

当該放水区域に放水することなく試験を行うために、必ず遠隔操作弁の二次側の止水弁を

閉止し、試験用排水弁を開放してから行ってください。 

ＳＲノズルの格納操作は、必ず盤操作による放水準備でＳＲノズルを振り出してから復旧

で格納してください。手で直接格納すると、セルフチェック異常などが発生する場合があ

ります。 

点検を終了する際は、中央操作盤より「全復旧」操作を行い、消火ポンプ制御盤にて消火

ポンプを停止させてください。 

点検を終了する際は、消火ポンプの停止を確認して、遠隔操作弁の二次側の止水弁を開放

状態に、試験用排水弁を閉止状態に戻してください。 

 

 
警告 

この試験では、実際に炎を使うので、可燃性ガスの雰囲気中、可燃性資材の側、大量の埃

や塵のある場所、風の強い場所、人混みの中では絶対に行わないでください。 

火皿を用いて総合作動試験を行う際は、次頁の「火皿点火方法」に従って作業をしてくだ

さい。 

 

 

 

                     ＳＲノズルの設置例 

 

 

上記設置例での起動パターンと試験回数 

警戒区域№ 起動するＳＲノズル 総合作動試験回数 

警戒区域１ 
ＳＲノズルＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄ 

警戒区域１，２で合わせて１回

実施 警戒区域２ 

警戒区域３ ＳＲノズルＥ，Ｆ 警戒区域３で１回実施 

※上記の例では警戒区域は３つあるが、ＳＲノズルの起動パターンとしては２通りであるので総

合作動試験回数は２回となる。 

総合作動試験回数の例 

 

警戒区域１ 警戒区域２ 警戒区域３

ＳＲノズルＡ

ＳＲノズルＢ

ＳＲノズルＣ

ＳＲノズルＤ ＳＲノズルＦ

ＳＲノズルＥ
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火皿点火方法 
① 使用器具 

下表に使用器具等を示す。 

使用器具等名称 仕様 数量 用途 

火 皿 １辺が 33cm の正方形火皿 1 個 燃焼用火皿（下図参照） 

ブロック コンクリート製ブロック 2 個 床養生用 

ケイ酸カルシウム板 縦横 1.8m×0.9m,厚さ 5mm 程度 2 枚 床養生用 

防炎シート 縦横 3.6m×3.6m,厚さ 0.3mm 程度 1 枚 床養生用 

ｎ－ヘプタン１） 約 0.3 ㍑／回 － 燃焼材 

水 約 2.0 ㍑／回 － 火皿冷却用 

トランシーバー － 4 個 
連絡用 （火点～現地操作盤） 
（中央操作盤～遠隔操作弁） 

消火器 － 1 個 緊急消火用 

メスシリンダー ３㍑用 1 個 ｎ－ヘプタンおよび水の計量 

チャッカマン 柄の長いもの １個 点火用 

バケツ 容量約１０㍑ 1 個 廃液運搬用 

１）：ｎ－ヘプタン（ノルマルヘプタン）はＳＲノズルの作動試験の際に用いる標準燃料として、消防検

定規格で定められたものである 

 

 

 

 

 

 

 

内寸：330mm×330mm×50mm
厚さ：2mm程度

材質：SPC

火皿 
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炎の高さ１ｍ～
１．５ｍ程度

ブロック
火皿

ケイ酸カルシウム板
防炎シート

ブロック

火皿

防炎シート

ケイ酸カルシウム板

② 火皿配置場所 

 火皿は以下の条件を満たす場所に配置する 

 (1)ＳＲノズルの監視範囲内の位置（監視範囲は設備設計図書等で確認する） 

※複数台設置の場合、任意のＳＲノズルを選び、そのＳＲノズルに明らかに近づけた場

所とする。ただし、毎回同じＳＲノズルを選択せず、一巡するように順次異なるＳＲ

ノズルを選択する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2)火皿の上方に充分な空間があるところ（火点直上 7m で約 30℃上昇する） 

 (3)無風状態（無風環境が困難な場合は風速 2m/s 以下とする） 

 (4)周囲に可燃物がないこと 

 

③ 火皿配置方法 

火皿配置場所が決まったら、下図に示すように火点位置床面に防炎シートを敷き、その上

にケイ酸カルシウム板を敷き、更にブロックを置き火皿を配置する。 

 

 

断面図 

 

 

 

                     

 

                           

 

 

 

                      

 

平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

：ＳＲノズル 

：火皿 

  

配置例１ 配置例３ 配置例２ 
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④ 人員配置 

 必要な人員とその配置を下表に示す。 

班 配置場所 役 割 人 数 

中央操作盤班 中央操作盤 火災移報信号入力、火源確定、放水選択の確認 １人 

現地操作盤班 現地操作盤 中央操作盤との連絡 １人 

遠隔操作弁班 遠隔操作弁 遠隔操作弁の動作確認 １人 

火点班 火点付近 

連絡 １人 

点火 １人 

緊急消火 １人 

 

⑤ 火皿点火方法 

ａ－１．火皿に水約 2 ㍑を注入後、ｎ－ヘプタンを 0.3 ㍑注入する（ｎ－ヘプタンは揮発性

が高いので点火直前に注入する）。緊急消火係は消火器を持ち、万一の事態に備える。 

ａ－２．点火装置を使って火皿に点火する（次頁参照）。火皿は自然鎮火するまで動かしたり

しないでください。（燃焼時間は 3 分程度）。 

ａ－３．試験終了後、火皿が十分に冷えたら、火皿内に残った液体をバケツに捨てる。 
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警告 

点火をする作業者は下図の「安全な点火の方法」に従って作業してください。 

 
警告 

点火をする作業者は以下の行為を絶対にしないでください。点火したとき、炎が

体に燃え移る可能性があります。 

・ 火皿のそばに立って、点火作業を行うこと。 

・ 手や作業着が燃料で濡れた状態で、点火作業を行うこと。 

・ 点火装置としてマッチ・ライター等燃焼部と身体が離れていない物をもちいる

こと。 

点火後、火が鎮火するまで火皿を移動させないでください。燃料がこぼれて火災

の原因をなります。 

鎮火後の火皿は高温となっているので、ふれないでください。 

 
警告 

ｎ－ヘプタンは揮発性が高いので点火直前に火皿に注入してください。注入後に

時間をおくと、気化したｎ－ヘプタンが火皿周辺に充満し、点火の際、爆発を引

き起こす場合があります。 

 
注意 

火皿周辺に燃料をこぼさないでください。点火した時に燃え移ります。 

 
注意 

燃料投入後、燃料容器は火皿より遠ざけて置いてください。引火する可能性があ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全な点火方法 

点火装置を地面に沿って火皿 

に近づけ、横方向から点火する 

！ 

危険な点火例 

火皿のそばに立って 

点火作業をしないこと 
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５．清掃 

定期点検時、各機器の清掃を実施してください。 

ＳＲノズルの赤外線リニアセンサおよび炎検知器の清掃は、「7. エラーコード別トラブルシュ

ーティング」の「(10) センサ作動試験異常 ａ．」および「(11) 炎検知器異常 ａ．」を参照し

て実施してください。 

清掃後のＳＲノズルの格納は、中央操作盤または現地操作盤から放水準備でＳＲノズルを振り出

してから復旧で格納してください。 

 

 
注意 

ＳＲノズルの格納操作は、必ず盤操作による放水準備でＳＲノズルを振り出してから復旧

で格納してください。手で直接格納すると、セルフチェック異常などが発生する場合があ

ります。 

 

 

６．症状別トラブルシューティング 

 

(1) 動作確認 

(1)－① 電源投入・平常状態 
症状 原因・対策 

主電源ブレーカーをＯＮにで

きない。（ブレーカーがＯＦ

Ｆに戻る） 

 主電源２次側が短絡している可能性があります。 中央操作盤の内部結

線を確認してください。 また、切りくず等によって端子台が短絡して

いる可能性もあります。 

電源が入らない。 

（ＵＰＳ（無停電電源装置）） 

 主電源ブレーカーを確認してください。 

ＯＮの場合：主電源一次側の電圧が正常か、および、主電源－ＵＰＳ

間の結線を確認してください。 

ＵＰＳ（無停電電源装置）か

ら断続的な警告音（ピーピー

音）がある。 

 主電源を工事用発電機からとっていませんか？ 

・電源周波数等安定していない為に、警告音が出ています。 

商業用電源から取るようにしてください。 

 原因等が解らない場合、ＵＰＳの取扱説明書を参照してください。 

電源が入らない。 

（中央操作盤・現地操作盤） 

 ＵＰＳ（無停電電源装置）の電源を確認してください。 

盤故障灯が点灯している。 

（中央操作盤・現地操作盤） 

 中央・現地操作盤内のヒューズが溶断していないか確認してください。 

電源投入直後、異常灯が 

数十秒間点灯する。 

（中央操作盤・現地操作盤） 

 ＳＲノズルが正常に起動するまで、数十秒間かかるので、その間は異常

灯が点灯します。 問題はありません。 

中央操作盤の異常灯が点灯し

ている。 

 ７．エラーコード別トラブルシューティングを参照してください。 
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(1)－② 中央操作盤からの操作 

症状 原因・対策 

ノズル操作権が中央操作盤側

に移動しない。 

 該当するＳＲノズルの現地単独灯が点灯していませんか？ 

・現地操作盤で現地単独スイッチを解除してください。 

※ 原因等が解らない場合、当社へお問い合わせください。 

放水準備、左右旋回、放水開

始の操作を受け付けない。 

 

 ノズル操作権中央灯が点灯していますか？ 

・ノズル操作権中央スイッチを押して操作権を取得してください。 

 中央・現地操作盤の盤故障灯が点灯していませんか？ 

・中央・現地操作盤内のヒューズが溶断していないか確認してください 

※ 原因等が解らない場合、当社へお問い合わせください。 

他のＳＲノズルが反応する。  中央操作盤－ＳＲノズル間の結線を確認してください。  

遠隔操作弁の電動弁が動かな

い 

 他のＳＲノズルが放水していませんか？ 

・放水可能な台数を超えての放水操作を行うことはできません。（放水制

限）放水中の他ＳＲノズルを放水停止してください。 

・放水可能な台数については当社施工担当者に確認してください。 

 現地操作盤の盤故障灯が点灯していませんか？ 

・現地操作盤内のヒューズ、および、現地操作盤－遠隔操作弁間の結線を

確認してください。 

※ エラーコードが出ている場合は「７．エラーコード別トラブルシューティング」を参照してください。 

(1)－③ 現地操作盤からの操作 

症状 原因・対策 

ノズル操作権が現地操作盤側

に移動しない。 

 盤面操作無効灯が点灯していませんか？ 

・盤面操作キーを有効側にしてください。 

放水準備、左右旋回、放水開

始の操作を受け付けない。 

 

 ノズル操作権現地灯が点灯していますか？ 

・ノズル操作権現地スイッチを押して操作権を取得してください。 

 現地操作盤の盤故障灯が点灯していませんか？ 

・現地操作盤内のヒューズが溶断していないか確認してください。 

 盤面操作無効灯が点灯していませんか？ 

・盤面操作キーを有効側にしてください。 

他のＳＲノズルが反応する。  現地操作盤－ＳＲノズル間の結線を確認してください。 

起動弁が開かない。  他のＳＲノズルが放水していませんか？ 

・放水可能な台数を超えて放水を行うことはできません。（放水制限） 

放水中の他ＳＲノズルを放水停止してください。 

  放水可能な台数については当社施工担当者に確認してください。 

 現地操作盤の盤故障灯が点灯していませんか？ 

・現地操作盤内のヒューズを確認してください。 

 現地操作盤－遠隔操作弁間の結線を確認してください。 

(2) 火災探査確認試験 

症状 原因・対策 

中央操作盤の火災灯が点灯し

ない。 

 自動火災報知設備からの火災信号が中央操作盤に入力されていますか？ 

・入っている場合、中央操作盤内の結線を確認してください。 

・入っていない場合は、火災灯は点灯しません。 

最初に火源確定したＳＲノズ

ルが放水選択されない。 

 複数のＳＲノズルが火源確定した場合、消火に適した位置のＳＲノズル

が選択されます。詳しくは当社へお問い合わせください。 

火源に一番近いＳＲノズルが 

選択されない。 

 消火可能であれば、一番近くなくても選択されることがあります。詳し

くは当社へお問い合わせください。 
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７．エラーコード別トラブルシューティング 

 

システムの異常発生時、中央操作盤の「異常」灯が点灯、故障ブザーが鳴動し、盤内の数表示器

にエラーコード（ノズル№－エラーコード、例： ）が表示されます。また、異常内容によっ

ては現地操作盤の「異常」灯も点灯します。 

・  エラーコードは「全復旧」操作をするまで保持されます。「全復旧」操作する前にエラーコー

ド、ノズル№を記録し、本マニュアルにしたがって異常状況を確認してください。 

・  一部の異常を除き、異常要因がなくなると「異常」灯は消灯し、故障ブザーは停止します。、

定期的に数表示器を点検して、異常が発生していないか確認してください。 

・  複数の異常が発生した場合、中央操作盤内の故障送りスイッチ「Ｓ３」を操作することによ

ってエラーコードの表示を切り換えることができます。 

・  ハイフンがない場合は時刻もしくは日付の表示となります。中央操作盤内の時計／故障スイ

ッチ「Ｓ１」を操作することによって、エラーコードの表示を切り換えることができます。 

 

 下表にエラーコードの内容を示します。 
数表示器 
ｴﾗｰｺｰﾄﾞ  

名  称 内    容 
異常表示 

中央 現地 
 正常 異常無しの状態  ×  × 

 ＳＲノズル無応答 
中央操作盤がＳＲノズルからの伝送信号を受

信できない 
 ○  × 

 通信モジュール異常 
中央操作盤内の通信モジュールが送受信デー

タの異常を検出 
 ○  × 

 制御系異常 
ＳＲノズルの制御系統の電源異常  ○  ○ 
ＳＲノズルのﾒﾓﾘｶｰﾄﾞ(ﾃﾞｰﾀｶｰﾄﾞ)異常  ○  × 

 現地操作盤異常 現地操作盤の電源異常またはヒューズ溶断  ○  ○ 

 駆動系異常 
ＳＲノズルの駆動系統の電源異常  ○  ○ 
ＳＲノズルの制御部冷却ファン異常  ○  ○ 

 待機火災 
ＳＲノズル待機中に内部の炎検知器が発報  ○  ○ 

 旋回異常 ＳＲノズルの旋回動作が制御内容と不一致  ○  ○ 

 起動弁異常 起動弁（電動弁）の不作動、中間停止  ○  ○ 

 センサ異常 
赤外線リニアセンサの異常  ○  × 

 センサ作動試験異常 
赤外線リニアセンサのセルフチェック結果の

異常 
 ○  × 

 炎検知器異常 炎検知器の異常  ○  × 

 炎検知器作動試験異常 炎検知器のセルフチェック結果の異常  ○  × 

 中央送信異常 
ＳＲノズルが中央操作盤からの伝送信号を正

常に受信できない 
 ○  × 

 検出系異常 ＳＲノズルの火源検出系統の電源異常  ○  × 

 エコーバック異常 
中央操作盤からの出力信号とＳＲノズルの応

答結果（エコーバック）が不一致 
 ○  × 

 復旧異常 全復旧操作してもＳＲノズルが格納されない  ○  × 

※） 「 」と「 」は間違いやすいので注意してください。 

※ 

※ 
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注） エラーコード「 」、「 」、「 」、「 」に該当する伝送関係の異常の何れかが発生し

た場合、これらのエラーコードのいくつかが同時に表示されることがあります。 

注） １つの異常要因で複数のエラーコードが発生する場合もあります。例えば駆動系統の電源

異常（エラーコード ）が発生している時は、旋回操作をしても動作しないので旋回異常（エ

ラーコード ）を誘発します。この場合、駆動系統の電源異常が回復することによって旋回

異常も発生しなくなります。このようにエラーコードは異常箇所を表示するものではありませ

んので、以下に示す異常発生時の処置にしたがって異常要因を調べてください。 

 

 
注意 

現地操作盤の点検を実施する場合には、当該放水区域に放水することなく試験を行うため

に、必ず遠隔操作弁の二次側の止水弁を閉止してから行ってください。 

点検を終了する際は、遠隔操作弁の二次側の止水弁を開放状態に戻してください。 

 

(1) ＳＲノズル無応答 

 

① エラーコード：  

 

② エラーコード内容： 

 

 中央操作盤が、ＳＲノズルからの伝送信号を受信できない。 

 

③ 主要な異常要因： 

 

ａ． 該当するＳＲノズルに電源が供給されていない。または該当するＳＲノズル内の電源部の故障。 

ｂ．該当するＳＲノズルの内部（制御部、伝送回路、配線等）の異常。 

ｃ． 該当するＳＲノズル～中央操作盤間の伝送線の異常（断線、短絡、絶縁不良、不完全な結線等）。 

ｄ．無線機、高圧ケーブル等のノイズにより伝送波形が壊れている等、中央操作盤～ＳＲノズル間

の通信に異常がある。 

ｅ．中央操作盤内の通信モジュールが故障している。 

 

④ 状況確認・対処： 

 

中央操作盤および現地操作盤の「異常」灯、故障ブザーは異常要因がなくなると正常状態に戻

ります。これらが正常状態の場合、中央操作盤内の数表示器に表示されている全てのエラーコー

ド、ノズル№を記録した上で、中央操作盤より「全復旧」操作を行ってください。 

盤面での異常状態が継続しているか、上記の「全復旧」操作後に度々異常が発生するようでし

たら以下の処置を行います。 

 

ａ．ＳＲノズルの運転状態の確認 

 

ａ－１．現地操作盤「異常」灯表示の確認 

該当するＳＲノズル№の現地操作盤「異常」灯表示を確認します。 

 

・「異常」灯消灯： 

 → ｅ．へ。 
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・「異常」灯点灯： 

 → ａ－２．へ。 

 

ａ－２．ＳＲノズルへの給電の確認 

 中央操作盤内で該当するＳＲノズルの電源が投入されていることを確認します。 

 

・電源が投入されている： 

 → ｂ．へ。 

・電源が投入されていない： 

 → 電源を投入して、中央操作盤より「全復旧」操作を行い、異常が出ないこと

を確認してください。 

 

ｂ．ＳＲノズルの電源状態の確認 

 

ｂ－１．ＳＲノズルへの電源出力の確認 

現地操作盤（電源盤を設置している場合は電源盤）内の該当するＳＲノズルへの電源

出力（P11-N1 間、P12-N1 間、P2-N2 間、P31-N3 間、P32-N3 間、P33-N3 間、P34-N3

間）が 24Ｖ±10％の範囲内であることを確認します。 

 

 ・全て 24Ｖ±10％の範囲内である： 

→ ｅ．へ。 

 ・全てのＤＣ出力端子で電圧が低下している： 

→ ｂ－２．ヘ。 

 ・P11-N1，P12-N1 間（制御系統）を含む一部のＤＣ出力端子で電圧が低下している： 

→ ｂ－３．へ。 

 

ｂ－２．スイッチング電源のＡＣ入力およびＤＣ出力の確認 

 

 ・スイッチング電源ＡＣ入力Ｌ－Ｎ間にＡＣ100Ｖが印加されていない： 

→ 中央操作盤～ＳＲノズル電源（現地操作盤又は電源盤）間の電路が正常か確認し

てください。 

 ・スイッチング電源ＡＣ入力Ｌ－Ｎ間にＡＣ100Ｖが印加されており、 

  ＤＣ出力（Ｖ+－Ｖ-間）が 24Ｖ±10％の範囲内である： 

→ 現地操作盤（電源盤を設置している場合は電源盤）内の配線等に異常がないか確

認してください。 

  異常がない場合、ｂ－３へ。 

 ・スイッチング電源ＡＣ入力Ｌ－Ｎ間にＡＣ100Ｖが印加されているが、 

  ＤＣ出力（Ｖ+－Ｖ-間）が低下している： 

→ 雷サージ等によってスイッチング電源の過電圧保護回路が作動している 

  可能性があります。当該ＳＲノズルの電源を一旦遮断し、10 秒以上経ってから 

  再投入すると過電圧保護回路は復旧します。回復しない場合はｄ．へ。 
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ｂ－３．現地操作盤（電源盤を設置している場合は電源盤）内のヒューズの確認 

盤内のヒューズを点検し、溶断しているヒューズがありましたら、交換してください。 

ヒューズを交換する際は、必ずＳＲノズルの電源を遮断してから行ってください。 

 

・ヒューズが溶断していない又は再び溶断する場合： 

→ ｃ．へ。 

 

ｃ．電源の異常箇所の調査 

 

ｃ－１．当該ＳＲノズルの電源を一旦遮断し、出力端子 P11,P12 の外部配線を外した上で電源を

再投入して、P11-N1 および P12-N1 間の電圧が 24Ｖ±10％の範囲内となるか調べます。 

 

・電圧が低い： 

→ 現地操作盤（電源盤を設置している場合は電源盤）内の配線等に異常がないか確

認してください。 

・24Ｖ±10％の範囲内である： 

→ ｃ－２．へ。 

 

ｃ－２．当該ＳＲノズルの電源を一旦遮断し、前項で外した外部配線を元に戻してください。 

次にＳＲノズルのコネクタＣＴ１を外した上で電源を再投入して、P11-N1 および

P12-N1 間の電圧が 24Ｖ±10％の範囲内となるか調べます。 

 

・P11-N1 又は P12-N1 間の電圧が低い： 

→ 現地操作盤又は電源盤～ＳＲノズル（コネクタＣＴ１）間の電源ケーブルを点検

してください。短絡、絶縁不良等の異常が認められない場合、当社へ連絡してくだ

さい。 

・24Ｖ±10％の範囲内である： 

→ 当社へ連絡してください。 

 

ｄ．無負荷時スイッチング電源ＤＣ出力の確認 

 

 当該ＳＲノズルの電源を遮断して、現地操作盤又は電源盤内の当該ＳＲノズルのスイッチン

グ電源出力（P11,P12,P2,P31,P32,P33,P34）の外部配線を外します。再度電源を投入して、

スイッチング電源のＤＣ出力Ｖ+－Ｖ-間が 24Ｖ±10％の範囲内となるか確認します。 

 

 ・ＤＣ出力正常の場合： 

→ ｃ－２．へ。 

 ・ＤＣ出力異常の場合： 

→ スイッチング電源の異常が疑われます。出力電圧値を記録し、当社へ連絡してく

ださい。 
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ｅ．盤内断路端子の確認 

 

中央操作盤および現地操作盤の伝送線用断路端子が遮断されていないことを確認します。 

 

 ・伝送線断路端子が全て接続側になっている： 

→ ｆ．へ。 

 ・伝送線断路端子が遮断側になっている： 

 → 断路端子を接続側にして、中央操作盤より「全復旧」操作を行い、異常が出

ないことを確認してください。 

 

ｆ．伝送の異常箇所の調査 

 

ｆ－１．異常回線と正常回線のＳＲノズル伝送線の接続を中央操作盤で入れ替え、状態変化から

異常箇所の調査を行います。例えばノズル№１のみ異常表示されていた場合、ノズル№１

からの伝送線（CLA1,CLB1,LCA1,LCB1,SG1 各端子に接続）を異常のないノズル No.2

側の端子（それぞれ CLA2,CLB2,LCA2,LCB2,SG2）へ接続し、ノズル№２からの伝送線

（CLA2,CLB2,LCA2,LCB2,SG2 各端子に接続）を異常発生しているノズル No.1 側の端

子（それぞれ CLA1,CLB1,LCA1,LCB1,SG1）へ接続します。入れ替え接続完了後中央操

作盤より「全復旧」操作を行い、中央操作盤の盤面表示、数表示器を確認します。 

 

・入れ替え前と同じ回線が表示された： 

→ ｆ－２．へ。 

・表示される異常回線が入れ替わった： 

→ ｆ－３．へ。 

 

ｆ－２．中央操作盤側の異常と考えられます。外部配線用端子～通信モジュール間の盤内配線を

点検して異常箇所を修復し、外部配線の端子接続を元に戻して正常となることを確認して

ください。盤内配線に異常が認められない場合は通信モジュールの異常が疑われますので、

接続を元に戻した上で当社へ連絡してください。 

 

ｆ－３．伝送線又はＳＲノズル側の異常と考えられます。ｇ．へ。 
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ｇ．伝送線の点検 

 

中央操作盤～現地操作盤～電源盤（設置されている場合）～ＳＲノズル（コネクタＣＴ４）間

の伝送線、ＳＲノズル内のコネクタケーブルを点検して、断線、短絡、腐食、緩み等の異常箇所

を修復してください。修復作業終了後、中央操作盤で「全復旧」操作を行い、異常とならないか

確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注意 

コネクタのロック解除ボタンを押した状態でコネクタを真っ直ぐ引いて取外してくださ

い。（下図参照） 

 
 
 
 
 
 

 

コネクタはベースに対して平行にした状態で差し込み、「カチッ」と音が鳴るまで押して

ください。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
注意 

外したパネルは元どおりに取り付けてください。 
パネルが歪んでいる場合、無理矢理取り付けたりしないでください。故障の原因となりま

す。 

 

 ・異常箇所が認められない： 

 → ｈ．へ。 

 ・異常箇所を修復した： 

 → 修復作業後、異常とならないことを確認してください。 

パネルを外す 

ＣＴ１ 

ＣＴ２ 

ＣＴ３ 

ＣＴ４ 

コネクタ部 
ＳＲノズル背面 

ロック解除ボタン 

真っ直ぐ引く 

カチッ 
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ｈ．ノイズ発生源有無の確認 

 

中央操作盤～現地操作盤～電源盤（設置されている場合）～ＳＲノズル間の電路または機器の

付近に無線機、高圧ケーブル等のノイズ発生源がないか確認します。ノイズ等の原因による伝送

異常発生時には「 」、「 」、「 」、「 」のうちいくつかが同時に表示されることがありま

す。 

 

 ・ノイズ発生源がある： 

 → ノイズ発生源を電路もしくは機器から離してください。 

 ・ノイズ発生源がない： 

→ 当該ＳＲノズルの電源を一旦遮断し、10 秒以上経ってから再投入してください。

さらに中央操作盤より「全復旧」操作を行ってください。再び異常となるようでし

たら当社へ連絡してください。 

 

 
警告 

盤内の結線作業や、ＳＲノズル内のコネクタの抜き差し等を行う時は、必ず電源を遮断し

てから行ってください。 
絶縁計を使用する前に、あらかじめ低圧テスタにて、絶縁抵抗が劣化していないことを確

認してください。 

 
注意 

ＳＲノズルが動作中、または動作終了直後に電源を遮断しないでください。 

また、頻繁に電源をＯＮ－ＯＦＦすることは止めてください。 

機器の故障の原因となります。 

 

(2) 通信モジュール異常 

 

① エラーコード：  

 

② エラーコード内容： 

 

 中央操作盤の通信モジュールが、受信データ異常（BCC エラー又はパリティエラー）を検出。 

 

③ 主要な異常要因： 

 

ａ．該当するＳＲノズルの内部（制御部、伝送回路、配線等）の異常。 

ｂ．該当するＳＲノズル～中央操作盤間の伝送線の異常（断線、短絡、絶縁不良、不完全な結線等）。 

ｃ．無線機、高圧ケーブル等のノイズにより伝送波形が壊れている等、中央操作盤～ＳＲノズル間

の通信に異常がある。 

ｄ．中央操作盤内の通信モジュールが故障している。 
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④ 状況確認・対処： 

 

中央操作盤および現地操作盤の「異常」灯、故障ブザーは異常要因がなくなると正常状態に戻

ります。これらが正常状態の場合、中央操作盤内の数表示器に表示されている全てのエラーコー

ド、ノズル№を記録した上で、中央操作盤より「全復旧」操作を行ってください。 

盤面での異常状態が継続しているか、上記の「全復旧」操作後に度々異常が発生するようでし

たら以下の処置を行います。 

 

ａ．異常箇所の調査 

 

ａ－１．異常回線と正常回線のＳＲノズル伝送線の接続を中央操作盤で入れ替え、状態変化から

異常箇所の調査を行います。例えばノズル№１のみ異常表示されていた場合、ノズル№1

らの伝送線（CLA1,CLB1,LCA1,LCB1,SG1 各端子に接続）を異常のないノズル№2 側の

端子（それぞれ CLA2,CLB2,LCA2,LCB2,SG2）へ接続し、ノズル№2 らの伝送線

（CLA2,CLB2,LCA2,LCB2,SG2 各端子に接続）を異常発生しているノズル№1 側の端子

（それぞれ CLA1,CLB1,LCA1,LCB1,SG1）へ接続します。入れ替え接続完了後中央操作

盤より「全復旧」操作を行い、中央操作盤の盤面表示、数表示器を確認します。 

 

・入れ替え前と同じ回線が表示された： 

→ ａ－２．へ。 

・表示される異常回線が入れ替わった： 

→ ａ－３．へ。 

 

ａ－２．中央操作盤側の異常と考えられます。外部配線用端子～通信モジュール間の盤内配線を

点検して異常箇所を修復し、外部配線の端子接続を元に戻して正常となることを確認して

ください。盤内配線に異常が認められない場合は通信モジュールの異常が疑われますので、

接続を元に戻した上で当社へ連絡してください。 

 

ａ－３．中央操作盤の外部の異常と考えられます。ｂ．へ。 

 

ｂ．伝送線の点検 

 

中央操作盤～現地操作盤～電源盤（設置されている場合）～ＳＲノズル（コネクタＣＴ４）間

の伝送線、ＳＲノズル内のコネクタケーブルを点検して、断線、短絡、腐食、緩み等の異常箇所

を修復してください。修復作業終了後、中央操作盤で「全復旧」操作を行い、異常とならないか

確認します。 
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注意 

コネクタを取り外す場合はコネクタロック解除冶具を使用してください。 

コネクタのロック解除ボタンを冶具で解除した状態でコネクタを真っ直ぐ引いて取外し

てください。（４３ページ参照） 

 
注意 

外したパネルは元どおりに取り付けてください。 
パネルが歪んでいる場合、無理矢理取り付けたりしないでください。故障の原因となりま

す。 

 

 ・異常箇所が認められない： 

 → ｃ．へ。 

 ・異常箇所を修復した： 

 → 修復作業後、異常とならないことを確認してください。 

 

ｃ．ノイズ発生源有無の確認 

 

中央操作盤～現地操作盤～電源盤（設置されている場合）～ＳＲノズル間の電路または機器の

付近に無線機、高圧ケーブル等のノイズ発生源がないか確認します。ノイズ等の原因による伝送

異常発生時には「 」、「 」、「 」、「 」のうちいくつかが同時に表示されることがありま

す。 

 

 ・ノイズ発生源がある： 

 → ノイズ発生源を電路もしくは機器から離してください。 

 ・ノイズ発生源がない： 

→ ＳＲノズルが故障している可能性があります。当社へ連絡してください。 

 

 
警告 

盤内の結線作業や、ＳＲノズル内のコネクタの抜き差し等を行う時は、必ず電源を遮断し

てから行ってください。 
伝送線の入れ替え作業を行った場合は必ず入れ替える前の接続状態に戻してください。伝

送線を入れ替えたままだと、ノズル選択が正常に行われなくなります。 

絶縁計を使用する前に、あらかじめ低圧テスタにて、絶縁抵抗が劣化していないことを確

認してください。 

 
注意 

ＳＲノズルが動作中、または動作終了直後に電源を遮断しないでください。 

また、頻繁に電源をＯＮ－ＯＦＦすることは止めてください。 

機器の故障の原因となります。 

パネルを外す 

ＣＴ１ 

ＣＴ２ 

ＣＴ３ 

ＣＴ４ 

コネクタ部 
ＳＲノズル背面 
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(3) 制御系異常 

 

① エラーコード：  

 

② エラーコード内容： 

 

 ＳＲノズルの制御系統の電源電圧低下を検出。またはＳＲノズルのデータカード異常。 

 

③ 主要な異常要因： 

 

ａ．該当するＳＲノズル内の回路異常（スイッチング電源・制御回路の異常、コネクタケーブルや

内部配線の断線・短絡、絶縁不良、緩み等） 

ｂ．該当するＳＲノズル内のデータカード（ＡＴＡフラッシュカード）の異常。 

 

④ 状況確認・対処： 

 

ａ．異常内容の確認 

 

該当するＳＲノズルの現地操作盤の「異常」灯が点灯している場合、ＳＲノズル内のデータ

カードの異常等が疑われます。ただし同一回線に他のエラーコードが表示されている場合、他

の要因で現地操作盤の「異常」灯が点灯しているかもしれません。エラーコード一覧表を参照

して他の要因がないか確認してください。 

 

ａ－１．異常要因が継続している場合 

 中央操作盤の「異常」灯が点灯し、故障ブザーが鳴動している場合、異常要因が継続

していると考えられます。このとき現地操作盤の「異常」灯の点灯状況を確認してくだ

さい。現地操作盤の「異常」灯が点灯している場合、これが点灯する要因となる他のエ

ラーコードが表示されていないかエラーコード一覧表を参照して確認してください。 

 

・現地操作盤の「異常」灯が点灯せず、他に要因となるエラーコード表示がない： 

 → データカードの異常が疑われます。当社へ連絡してください。 

・現地操作盤の「異常」灯が点灯し、他に要因となるエラーコード表示がある： 

 → 現地操作盤の「異常」灯が点灯する他の要因を調査し、これを修復した上で

再確認してください。 

・現地操作盤の「異常」灯が点灯し、中央操作盤の「異常」灯が点灯している： 

 → ＳＲノズル内の電源部等の異常が疑われます。当社へ連絡してください。 
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ａ－２．異常要因が消滅している場合 

 

・中央操作盤の「異常」灯が消灯し、故障ブザーが停止している場合： 

 → 一過性の異常が発生し、既に異常要因が消滅していると考えられます。中央

操作盤の盤面で正常状態の場合、盤内の数表示器に表示されている全てのエラ

ーコード、ノズル№を記録した上で、中央操作盤で「全復旧」操作を行って数

表示器をリセットしてください。度々異常が再発する場合は当社へ連絡してく

ださい。 

 

 
警告 

盤内の結線作業や、ＳＲノズル内のコネクタの抜き差し等を行う時は、必ず電源を遮断し

てから行ってください。 
絶縁計を使用する前に、あらかじめ低圧テスタにて、絶縁抵抗が劣化していないことを確

認してください。 

 
注意 

ＳＲノズルが動作中、または動作終了直後に電源を遮断しないでください。 

また、頻繁に電源をＯＮ－ＯＦＦすることは止めてください。 

機器の故障の原因となります。 

 

(4) 現地操作盤異常 

 

① エラーコード：  

 

② エラーコード内容： 

 

現地操作盤内の電源異常またはヒューズ溶断をＳＲノズルが検出。 

 

③ 主要な異常要因： 

 

ａ．現地操作盤内の電源の異常または停止。 

ｂ．現地操作盤内のヒューズ溶断。 

ｃ．現地操作盤又はＳＲノズル内の状態監視リレーの異常（リレーの故障、配線の断線・短絡等） 

ｄ．現地操作盤～ＳＲノズル間の電路の異常（断線、短絡、緩み、腐食等） 

ｅ．ＳＲノズルの制御部の異常（入力回路の故障、配線の断線、短絡、緩み、腐食等） 

 

④ 状況確認・対処： 

 

ａ．盤面での異常状態の確認・対処 

 

・中央操作盤の「異常」灯が点灯し、故障ブザーが鳴動している場合： 

→ ｂ．へ。 

・中央操作盤の「異常」灯が消灯している場合： 

 → 一過性の異常が発生し、既に異常要因が消滅していると考えられます。中央操作盤の

盤面で正常状態の場合、盤内の数表示器に表示されている全てのエラーコード、ノズル

№を記録した上で、中央操作盤で「全復旧」操作を行って数表示器をリセットしてくだ

さい。度々異常が再発する場合は当社へ連絡してください。 
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ｂ．現地操作盤の状況確認・対処 

 

ｂ－１．現地操作盤の電源灯の確認 

 

・電源灯が消灯している： 

→ ｃ－１．へ。 

・電源灯は点灯している： 

→ ｂ－２．へ。 

 

ｂ－２．現地操作盤の盤故障灯の確認 

 

 ・盤故障灯は消灯している： 

→ ｃ－２．へ。 

 ・盤故障灯が点灯している： 

 →  盤内のヒューズが溶断していないか点検し、溶断したヒューズを交換してくだ

さい。ヒューズを交換する際は、必ず電源を遮断してから行ってください。再び

溶断する場合は、端末機器等、当該ヒューズの負荷や電路に短絡等の異常がない

か点検し、修復してください。 

 

ｃ．現地操作盤の電源状態の確認・対処 

 

ｃ－１．現地操作盤の電源入力の確認 

・現地操作盤はＡＣ100V を受電しており、電源は投入されている： 

→ ｃ－２．へ。 

・現地操作盤が受電していない、または電源が投入されていない： 

→ 現地操作盤へＡＣ100V を給電し、電源を投入してください。 

 

 

ｃ－２．現地操作盤内スイッチング電源の入出力電圧の確認 

現地操作盤内のスイッチング電源について、ＡＣ入力Ｌ－Ｎ間がＡＣ100V±10％、Ｄ

Ｃ出力Ｖ+－Ｖ-間がＤＣ24Ｖ±10％の範囲内であることを確認する。 

 

・ＡＣ入力電圧が異常の場合： 

→  まず受電電圧を確認してください。受電電圧が異常な場合はＵＰＳ出力、現地

操作盤～中央操作盤間の電路を点検し、異常箇所を修復してください。受電電圧

が正常な場合、現地操作盤内の配線等に異常がないか点検してください。 

・ＡＣ入力電圧、ＤＣ出力電圧とも正常である場合： 

→ ｄ．へ。 

・ＡＣ入力電圧は正常であるがＤＣ出力電圧が低下している。： 

→ ｃ－３．へ。 

 

ｃ－３．スイッチング電源の動作確認 

一過性の雷サージ等によってスイッチング電源の過電圧保護回路が作動した場合、現

地操作盤の電源を再投入することによって、また短絡等によって過電流保護回路が作動

した場合、無負荷とすることによって、ＤＣ出力が正常になると考えられます。 
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・現地操作盤の電源を一旦遮断して 10 秒以上経った後に再投入し、ＤＣ出力が正常

な値（ＤＣ24V±10％の範囲内）にならない場合： 

 → 現地操作盤電源を遮断して、スイッチング電源のＶ+，Ｖ-の結線を外し、再度

現地操作盤電源を投入して、ＤＣ出力Ｖ+－Ｖ-間が 24Ｖ±10％の範囲内となるか

確認します。 

 → ＤＣ出力正常の場合、現地操作盤内または現地操作盤～ＳＲノズル間の電路に

異常な電流が流れていないか確認してください。 

 → ＤＣ出力異常の場合、スイッチング電源の異常が疑われます。ＤＣ出力電圧の

値を記録し、当社へ連絡してください。 

 

ｄ．現地操作盤内リレーの確認・対処 

 

 現地操作盤内リレーがリレー用ソケットに正しく挿入されているか確認します。 

 

・リレーが正しくソケットに挿入されていなかった場合： 

→ リレーをソケットの奥まで押しこみ、保持金具で固定します。次に中央操作盤で

「全復旧」操作を行って異常とならないことを確認してください。 

・リレーが正常にソケットに挿入されていた場合： 

→ リレーのコイル断線、接点の接触不良がないか、リレーを交換して確認します。 

 

リレー交換後、中央操作盤で「全復旧」操作を行って異常とならないことを確認

してください。 

→ 異常となる場合、ｅ．へ。 

 

ｅ．電路の確認・対処 

 

 現地操作盤～ＳＲノズル間の電路、およびＳＲノズルのコネクタケーブルを点検し、異

常箇所を修復してください。 

 以上の一連の処置で正常とならない場合、当社へ連絡してください。 
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注意 

コネクタのロック解除ボタンを押した状態でコネクタを真っ直ぐ引いて取外してくださ

い。（４３ページ参照） 

盤内の結線作業や、ヒューズの抜き差し等を行う時は、必ず電源を遮断してから行ってく

ださい。 

ヒューズは、必ず決められた容量のものを使用してください。それ以外のものを使用した

場合、故障や発火の原因となります。 

絶縁計を使用する前に、あらかじめ低圧テスタにて、絶縁抵抗が劣化していないことを確

認してください。 

 
注意 

外したパネルは元どおりに取り付けてください。 
パネルが歪んでいる場合、無理矢理取り付けたりしないでください。故障の原因となりま

す。 

ＳＲノズルが動作中、または動作終了直後に電源を遮断しないでください。 

また、頻繁に電源をＯＮ－ＯＦＦすることは止めてください。 

機器の故障の原因となります。 

 

(5) 駆動系異常 

 

① エラーコード：  

 

② エラーコード内容： 

 

 ＳＲノズルの駆動系統の電源電圧低下を検出。またはＳＲノズルの制御部冷却ファンの異常を

検出。 

 

パネルを外す 

ＣＴ１ 

ＣＴ２ 

ＣＴ３ 

ＣＴ４ 

コネクタ部 
ＳＲノズル背面 
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③ 主要な異常要因： 

 

ａ．該当するＳＲノズルへの給電異常 

ｂ．該当するＳＲノズル内部（制御部、電源部）の異常 

ｃ．該当するＳＲノズル内の冷却ファン異常（ファンの回転異常、配線異常） 

 

④ 状況確認・対処： 

 

ａ．異常内容の確認 

 

該当するＳＲノズルの現地操作盤の「異常」灯が点灯している場合、ＳＲノズルの駆動系統

の電源異常が疑われます。ただし同一回線に他のエラーコードが表示されている場合、他の要

因で現地操作盤の「異常」灯が点灯しているかもしれません。エラーコード一覧表を参照して

他の要因がないか確認してください。 

 

ａ－１．異常要因が継続している場合 

 中央操作盤の「異常」灯が点灯し、故障ブザーが鳴動している場合、異常要因が継続

していると考えられます。このとき現地操作盤の「異常」灯が点灯状況を確認してくだ

さい。現地操作盤の「異常」灯が点灯している場合、これが点灯する要因となる他のエ

ラーコードが表示されていないかエラーコード一覧表を参照して確認してください。 

 

・現地操作盤の「異常」灯が点灯し、他に要因となるエラーコード表示がない： 

→ 駆動系統の電源異常が疑われます。ｂ．へ。 

・現地操作盤の「異常」灯が点灯し、他に要因となるエラーコード表示がある： 

→ 現地操作盤の「異常」灯が点灯する他の要因を調査し、これを修復した上で再確

認してください。 

・現地操作盤の「異常」灯が点灯せず、中央操作盤の「異常」灯が点灯している： 

→ ＳＲノズル内の冷却ファンの異常が疑われます。当社へ連絡してください。 

 

ａ－２．異常要因が消滅している場合 

 

・中央操作盤の「異常」灯が消灯し、故障ブザーが停止している場合： 

→ 一過性の異常が発生し、既に異常要因が消滅していると考えられます。中央操作

盤の盤面で正常状態の場合、盤内の数表示器に表示されている全てのエラーコー

ド、ノズル№を記録した上で、中央操作盤で「全復旧」操作を行って数表示器を

リセットしてください。度々異常が再発する場合は当社へ連絡してください。 

 

ｂ．ＳＲノズルの電源状態の確認・対処 

 

ｂ－１．ＳＲノズルへの電源出力の確認 

現地操作盤（電源盤を設置している場合は電源盤）内の該当するＳＲノズルへの電源

出力（P11-N1 間、P12-N1 間、P2-N2 間、P31-N3 間、P32-N3 間、P33-N3 間、P34-N3

間）が 24Ｖ±10％の範囲内であることを確認します。 
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 ・全て 24Ｖ±10％の範囲内である： 

→ 現地操作盤（電源盤）～ＳＲノズル（コネクタＣＴ１）間の電源ケーブル、ＳＲ

ノズル内のコネクタケーブルを点検し、異常が認められない場合は当社へ連絡し

てください。 

 ・全てのＤＣ出力端子で電圧が低下している： 

→ ｂ－２．ヘ。 

 ・P31,P32,P33,P34-N3 間（駆動系統）を含む一部のＤＣ出力端子で電圧が低下して

いる： 

→ ｂ－３．へ。 

 

ｂ－２．スイッチング電源のＡＣ入力およびＤＣ出力の確認 

 

 ・スイッチング電源ＡＣ入力Ｌ－Ｎ間にＡＣ100Ｖが印加されていない： 

→ 中央操作盤～ＳＲノズル電源（現地操作盤又は電源盤）間の電路が正常か確認し

てください。 

 ・スイッチング電源ＡＣ入力Ｌ－Ｎ間にＡＣ100Ｖが印加されており、 

  ＤＣ出力（Ｖ+－Ｖ-間）が 24Ｖ±10％の範囲内である： 

→ 現地操作盤（電源盤を設置している場合は電源盤）内の配線等に異常がないか確

認してください。 

  異常がない場合、ｂ－３へ。 

 ・スイッチング電源ＡＣ入力Ｌ－Ｎ間にＡＣ100Ｖが印加されているが、 

  ＤＣ出力（Ｖ+－Ｖ-間）が低下している： 

→ 外来サージ等によってスイッチング電源の過電圧保護回路が作動している 

  可能性があります。当該ＳＲノズルの電源を一旦遮断し、10 秒以上経ってから 

  再投入すると過電圧保護回路は復旧します。回復しない場合はｄ．へ。 

 

ｂ－３．現地操作盤（電源盤を設置している場合電源盤）内のヒューズの確認 

盤内のヒューズを点検し、溶断しているヒューズがありましたら、交換してください。 

ヒューズを交換する際は、必ずＳＲノズルの電源を遮断してから行ってください。 

 

・ヒューズが溶断していない又は再び溶断する場合： 

→ ｃ．へ。 

 

ｃ．電源の異常箇所の調査 

 

ｃ－１．当該ＳＲノズルの電源を一旦遮断し、出力端子 P31,P32,P33,P34 の外部配線を外した上

で電源を再投入して、P31,P32,P33-N3 間の電圧が 24Ｖ±10％の範囲内となるか調べま

す。 

 

・P31,P32,P33-N3 間の電圧が低い： 

→ 現地操作盤（電源盤を設置している場合電源盤）内の配線等に異常がないか確認

してください。 

 ・24Ｖ±10％の範囲内である： 

 → ｃ－２．へ。 

 



 

 ５４

ｃ－２．当該ＳＲノズルの電源を一旦遮断し、前項で外した外部配線を元に戻してください。 

次にＳＲノズルのコネクタＣＴ１を外した上で電源を再投入して、P31,P32,P33,P34-N3

間の電圧が 24Ｖ±10％の範囲内となるか調べます。 

 

・P31,P32,P33,P34-N3 間の電圧が低い： 

→ 現地操作盤又は電源盤～ＳＲノズル（コネクタＣＴ１）間の電源ケーブルを点検

してください。短絡、絶縁不良等の異常が認められない場合、当社へ連絡してくだ

さい。 

・24Ｖ±10％の範囲内である： 

→ 当社へ連絡してください。 

 

ｄ．無負荷時スイッチング電源ＤＣ出力の確認 

 

当該ＳＲノズルの電源を遮断して、現地操作盤又は電源盤内の当該ＳＲノズルのスイッチン

グ電源出力（P11,P12,P2,P31,P32,P33,P34）の外部配線を外します。再度電源を投入して、

スイッチング電源のＤＣ出力Ｖ+－Ｖ-間が 24Ｖ±10％の範囲内となるか確認します。 

 

 ・ＤＣ出力正常の場合： 

→ ｃ－２．へ。 

 ・ＤＣ出力異常の場合： 

→ スイッチング電源の異常が疑われます。出力電圧値を記録し、当社へ連絡してく

ださい。 

 

 
警告 

盤内の結線作業・ヒューズの交換や、ＳＲノズル内のコネクタの抜き差し等を行う時は、

必ず電源を遮断してから行ってください。 

絶縁計を使用する前に、あらかじめ低圧テスタにて、絶縁抵抗が劣化していないことを確

認してください。 

 
注意 

ＳＲノズルが動作中、または動作終了直後に電源を遮断しないでください。 

また、頻繁に電源をＯＮ－ＯＦＦすることは止めてください。 

機器の故障の原因となります。 

 

(6) 待機火災 

 

① エラーコード：  

 

② エラーコード内容： 

 

ＳＲノズルが格納中に内部の炎検知器が発報 

 

③ 主要な異常要因： 

 

ａ．該当するＳＲノズルの内部または直近に火災発報要因がある。 

ｂ．該当するＳＲノズル内部の配線短絡。 
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④ 状況確認・対処： 

 

ａ．炎検知器の発報有無の確認 

 

まず、該当するＳＲノズルの炎検知器が火災発報しているかどうか確認してください。この際、

「全復旧」、「復旧」操作およびＳＲノズルの再起動を行わないでください。これらを実行すると

炎検知器が復旧してしまい、異常発生状況が判らなくなる可能性があります。 

該当するＳＲノズルの電源を入れたまま、ＳＲノズル内部の炎検知器の確認灯（受光窓内の赤

色ＬＥＤ）が点灯しているか確認します。確認手段は、ＳＲノズル背面の背面パネルを開いてミ

ラー等を用いて覗くか、あるいは手動操作によって旋回させ、監視空間から裸眼または双眼鏡等

で目視します。 

 

 
注意 

ＳＲノズルの炎検知器が火災発報しているか確認する前に「全復旧」、「復旧」操作および

ＳＲノズルの再起動をすると、異常発生状況が判らなくなる可能性があります。手順に従

って確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・炎検知器が火災発報していた場合： 

→ ｂ．へ。 

・炎検知器が火災発報していなかった場合： 

→ 中央操作盤で「全復旧」操作を行ってください。その後再び異常となるようでし

たら当社へ連絡してください。 

炎検知器各部名称 

受光窓 

確認灯(赤色 LED) 

ＳＲノズル前面から確認する場合 

炎検知器 

受光窓 

ビス４個を外す 

背面パネル 

ＳＲノズル背面から確認する場合 

炎検知器 

受光窓 
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ｂ．火災発報要因の有無の確認・対処 

 

ＳＲノズル内部または直近に火災発報要因（火災、溶接作業、無線機の使用、電波ノイズ発生

源、周辺地域で雷が発生等）がないか確認します。 

 

・火災発報要因が確認された場合： 

→ 火災発報要因を排除してください。 

・火災発報要因が認められない場合：  

→ 中央操作盤で「全復旧」操作をして異常とならないことを確認してください。火

災発報要因がないにもかかわらず、度々異常となるようでしたら当社へ連絡してく

ださい。 

 

 
注意 

盤内の結線作業・ヒューズの交換や、ＳＲノズル内のコネクタの抜き差し等を行う時は、

必ず電源を遮断してから行ってください。 
絶縁計を使用する前に、あらかじめ低圧テスタにて、絶縁抵抗が劣化していないことを確

認してください。 

 
注意 

ＳＲノズルが動作中、または動作終了直後に電源を遮断しないでください。 

また、頻繁に電源をＯＮ－ＯＦＦすることは止めてください。 

機器の故障の原因となります。 

外したパネルは元どおりに取り付けてください。 
パネルが歪んでいる場合、無理矢理取り付けたりしないでください。故障の原因となりま

す。 

 

(7) 旋回異常 

 

① エラーコード：  

 

② エラーコード内容： 

ＳＲノズルの旋回動作が制御内容と一致しない。 

 

③ 主要な異常要因： 

 

ａ．該当するＳＲノズルの又は旋回扉周辺に障害物があり、旋回の妨げになっている。 

ｂ．該当するＳＲノズルの内部配線に異常（断線、短絡、不完全な結線等）がある。 

ｃ．該当するＳＲノズルの内部（エンコーダ、格納スイッチ、制御部、モーター、ギア、軸受等）

に異常がある。 

ｄ．該当するＳＲノズルが駆動系異常（エラーコード ）となっている。 

 

④ 状況確認・対処： 

 

該当するＳＲノズルが駆動系異常（エラーコード ）となっていた場合は、「(５) 駆動系異

常」の「④ 状況確認・対処」を参照し、異常要因を排除してください。駆動系異常でない場合

は以下の処置を行います。 
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ａ．盤面表示の確認・対処 

 

該当するＳＲノズルの現地操作盤「格納」灯表示を確認します。 

 

・現地操作盤「格納」灯が消灯している： 

→ ｂ．へ。 

・現地操作盤「格納」灯が点灯している： 

→ 中央操作盤で「全復旧」操作を行い、ｃ－２．へ 

 

ｂ．ＳＲノズルの旋回扉の状態確認・対処 

 

ｂ－１．障害物の有無確認・対処 

該当するノズルが停止していることを確認してから当該ＳＲノズルの電源を遮断し、次

にＳＲノズル背面の背面パネル、またはＳＲノズル前面の旋回扉を開き、ＳＲノズル内部

または旋回扉周囲に旋回の妨げとなるものがないか確認します。 

 

・旋回の障害となるものがなかった： 

→ ｂ－２．へ。 

・旋回の障害となるものがあった： 

→ 旋回の障害となるものを排除し、障害物によって内部機器が損傷していないか確認

します。さらにＳＲノズルを再起動させ、ノズルの旋回操作（「放水準備」、「左」、

「右」旋回）を行って旋回異常（エラーコード ）とならないことを確認します。

再び旋回異常となった場合は、ｂ－２．へ。 

 

ｂ－２．旋回扉駆動部の状態確認・対処 

ＳＲノズルの電源を遮断し、ＳＲノズル背面のメインメンテナンスパネルを開けて旋回

扉を手で回転させてスムーズに回転するか確認します。 

 

・スムーズに回転した： 

→ ｃ．へ。 

・スムーズに回転しない： 

→ 軸受、ギア、モーターやエンコーダ等の回転機器に損傷、脱落、緩み等の異常がな

いか確認してください。異常が認められない場合、当社へ連絡してください。 

 

ｃ．旋回動作の確認・対処 

 

ｃ－１．ＳＲノズル格納動作の確認・対処 

ＳＲノズルの電源を遮断し、背面の背面パネル側または前面から格納位置にある旋回扉

を手で左旋回させ、放水ノズルを正面に向けます。次にＳＲノズルの電源を投入します。 

該当するＳＲノズルが起動した後に右旋回し、正常に格納されるかどうか確認します。 

 

・ ＳＲノズルが右へ旋回し、格納位置で停止した。また現地操作盤「格納」灯が点灯 

した： 

→ ｃ－２．へ。 
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・ＳＲノズルは格納されずに途中で止まっている： 

→ ＳＲノズルの内部（制御部、モーター、ギア、軸受等）に異常があると考えられま

す。当社へ連絡してください。 

・ＳＲノズルは格納位置付近で反復運動した後、格納位置より右側で停止する： 

→ ＳＲノズルの内部（格納スイッチ等）に異常があると考えられます。当社へ連絡し

てください。 

 

ｃ－２．放水準備動作の確認・対処 

現地操作盤より該当するＳＲノズルの放水準備操作を行い、ＳＲノズルの動作を観測し

ます。現地操作盤のキースイッチを盤面操作有効側とし、該当する「ノズル操作権現地」、

「放水準備」の順に釦を操作してください。 

 

・ノズルが格納位置から動かない： 

→ ＳＲノズルの内部（制御部、モーター、ギア、軸受等）の異常が疑われます。当社

へ連絡してください。 

・ノズルがＳＲノズル取り付け壁面より 90°開いた位置を過ぎても停止しなかった： 

→ ＳＲノイズ内部（エンコーダの本体・シャフト・配線、制御部等）に異常があると

考えられます。当社へ連絡してください。 

・ノズルがＳＲノズル取り付け壁面より 90°開いた位置で停止した（正常動作）： 

→ ｃ－３．へ。 

 

ｃ－３．左右旋回操作時の動作確認 

現地操作盤より該当するＳＲノズルの「左」旋回、「右」旋回操作をします。その時のノ

ズルの動きを観測します。 

 

・「左」旋回（又は「右」旋回）釦を押してもノズルが左（又は右）へ旋回しない： 

→ ＳＲノズルの内部（制御部、モーター、ギア、軸受等）の異常が疑われます。当社

へ連絡してください。 

・左右ともノズル旋回操作が行えた： 

→ 現地操作盤より「復旧」操作、「放水準備」操作、「左」「右」旋回操作を繰り返して、

旋回異常（エラーコード ）とならないことを確認してください。 

 

 
注意 

ノズル操作の動作確認を行う場合には、当該放水区域に放水することなく試験を行うため

に、必ず遠隔操作弁の二次側の止水弁を閉止してから行ってください。 

ＳＲノズルの旋回扉を手で回転させる時は必ず電源を遮断してください。 

ＳＲノズルの格納は盤操作（「全復旧」または「復旧」操作）で行ってください。格納操

作を手で行うと赤外線リニアセンサと試験光源の位置がずれてセルフチェック異常など

が発生する場合があります。 

 
注意 

ＳＲノズルが動作中、または動作終了直後に電源を遮断しないでください。 

また、頻繁に電源をＯＮ－ＯＦＦすることは止めてください。 

機器の故障の原因となります。 

 

 



 

 ５９

(8) 起動弁異常 

 

① エラーコード：  

 

② エラーコード内容： 

 

起動弁（電動弁）の不作動、中間停止。 

③ 主要な異常要因： 

 

ａ．現地操作盤～起動弁間の電路・結線の異常（断線、短絡、絶縁不良、不完全な結線等） 

ｂ．起動弁（電動弁）の異常（モータ、リミットスイッチ等の故障、内部配線の異常） 

ｃ．現地操作盤又はＳＲノズル内のリレーの異常（リレーの故障、配線の断線・短絡等） 

ｄ．現地操作盤異常（エラーコード ）となっている。 

 

④ 状況確認・対処： 

 

ａ．現地操作盤の状況確認・対処 

 

・異常回線について、中央操作盤で現地操作盤異常（エラーコード ）が発生している、

あるいは現地操作盤の「盤故障」灯が点灯している場合： 

→ 「(4) 現地操作盤異常」の「④ 状況確認・対処」を参照してください。 

・その他の場合： 

→ ｂ．へ。 

 

ｂ．現地操作盤の起動弁（電動弁）状態表示の確認 

 

水損事故防止のため、まず遠隔操作弁二次側の止水弁を閉止します。次に該当する現地操作盤

の「放水停止」釦および「放水」釦の点灯状態を確認します。 

 

 ・「放水停止」釦が消灯、「放水」釦が点灯している： 

 → ｃ．へ。 

 ・「放水停止」釦が点灯、「放水」釦が消灯している： 

→ ｄ．へ。 

 

ｃ．起動弁（電動弁）開放状態の確認・対処 

 

 起動弁が開放状態となっているか目視により確認します。 

 

・起動弁が開放状態となっている： 

→ ｅ．へ。 

・起動弁が閉止状態または中間で停止している： 

→ 起動弁に異常（起動弁アクチュエータの焼損、起動弁のつまり）がないか点検し

てください。 

→ 現地操作盤～起動弁間の電路・結線に異常がないか確認してください。 

→ 異常を修復できない場合、当社へ連絡してください。 
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ｄ．起動弁（電動弁）閉止状態の確認・対処 

 

 起動弁が閉止状態となっているか目視により確認します。 

 

・起動弁が閉止状態となっている： 

→ ｅ．へ。 

・起動弁が閉止状態または中間で停止している： 

→ 起動弁に異常（起動弁アクチュエータの焼損、起動弁のつまり）がないか点検し

てください。 

→ 現地操作盤～起動弁間の電路・結線に異常がないか確認してください。 

→ 異常を修復できない場合、当社へ連絡してください。 

 

ｅ．起動弁（電動弁）の動作確認・対処 

 

現地操作盤より起動弁（電動弁）を動かして、起動弁の動作を目視により確認します。遠隔操

作弁二次側の止水弁を閉止にしてください。 

 

ｅ－１． まず中央操作盤より「全復旧」操作を行い、起動弁が閉止するか確認します。 

 

・起動弁が閉止状態となる： 

→ ｅ－２．へ。 

・起動弁が開放状態または中間で停止している： 

→ 起動弁に異常（起動弁アクチュエータの焼損、起動弁のつまり）がないか点検し

てください。 

→ 現地操作盤～起動弁間の電路・結線に異常がないか確認してください。 

→ 異常を修復できない場合、当社へ連絡してください。 

 

ｅ－２． 次に現地操作盤のキースイッチを盤面操作有効側にし、該当回線のＳＲノズル操作権を

取得して「放水準備」操作を行い、「放水」釦を操作し、起動弁が開放するか確認します。 

 

・起動弁が動作し、開放状態となる： 

→ ｅ－３．へ。 

・起動弁が閉止状態または中間で停止している： 

→ 起動弁に異常（起動弁アクチュエータの焼損、起動弁のつまり）がないか点検し

てください。 

→ 現地操作盤～起動弁間の電路・結線に異常がないか確認してください。 

→ 異常を修復できない場合、当社へ連絡してください。 

 

ｅ－３． 中央操作盤で「全復旧」操作を行ないます。次に現地操作盤で該当するＳＲノズルの

「放水準備」操作を行ないます。遠隔操作弁二次側の止水弁を閉止にした上で、現地操

作盤で「放水」操作、「放水停止」操作を繰り返して、起動弁異常（エラーコード ）

とならないことを確認してください。 

 

→ 再び起動弁異常（エラーコード ）となる場合は、当社へ連絡してください。 
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警告 

起動弁（電動弁）の動作確認を行う場合には、当該放水区域に放水することなく試験を行

うために、必ず遠隔操作弁の二次側の止水弁を閉止してから行ってください。 

盤内や、遠隔操作弁の結線作業を行う時は、必ず電源を遮断してから行ってください。 

絶縁計を使用する前に、あらかじめ低圧テスタにて、絶縁抵抗が劣化していないことを確

認してください。 

 
注意 

ＳＲノズルが動作中、または動作終了直後に電源を遮断しないでください。 

また、頻繁に電源をＯＮ－ＯＦＦすることは止めてください。 

機器の故障の原因となります。 

 

(9) センサ異常 

 

① エラーコード：  

 

② エラーコード内容： 

 

 セルフチェックまたは火災探査を実行中の赤外線リニアセンサの異常を検出。 

 

③ 主要な異常要因： 

 

ａ．該当するＳＲノズルの赤外線リニアセンサの異常 

ｂ．該当するＳＲノズルの内部配線の異常（断線、コネクタの接触不良等） 

ｃ．該当するＳＲノズルの内部（制御部、電源部）の異常 

ｄ．該当するＳＲノズルで検出系異常（エラーコード ）が発生 

 

④ 状況確認・対処： 

 

該当するＳＲノズルが検出系異常（エラーコード ）となっていた場合、「(14) 検出系異常」

の「④ 状況確認・対処」を参照してください。その他の場合、以下の処置を行います。 

 

ａ．セルフチェックの実行 

 

セルフチェックを行ってセンサ異常とならないか確認します。セルフチェックは以下の手順

で行います。 

 

ａ－１． 現地操作盤の盤面操作キーを「有効」とし、「現地単独」釦を押します。（「現地単独」

灯が点灯します） 

ａ－２． セルフチェックを行うＳＲノズルの「ノズル操作権現地」と「左」「右」旋回の３つの

釦を同時に１秒以上押します。（数秒後にＳＲノズルのセルフチェックが始動し、内部の

試験光源が点灯します） 

ａ－３． 「現地単独」釦を押し、「現地単独」を解除します。 

ａ－４． セルフチェック終了後、異常とならないことを確認します。（ＳＲノズル内部の試験光

源点灯中はセルフチェック実行中です。セルフチェックが終了して「操作権現地」灯が

消灯するまで「全復旧」操作は行わないでください。セルフチェック実行時間は約３分

です。） 
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   ・セルフチェックの結果、センサ異常（エラーコード ）となった場合： 

→当社へ連絡してください。 

 

 
注意 

盤内の結線作業や、ＳＲノズル内のコネクタの抜き差し等を行う時は、必ず電源を遮断し

てから行ってください。 
絶縁計を使用する前に、あらかじめ低圧テスタにて、絶縁抵抗が劣化していないことを確

認してください。 

 
注意 

ＳＲノズルが動作中、または動作終了直後に電源を遮断しないでください。 

また、頻繁に電源をＯＮ－ＯＦＦすることは止めてください。 

機器の故障の原因となります。 
通常時は「現地単独」で運用しないでください。非常時に有効な消火活動の妨げになるこ

とがあります。 

・「現地単独」時は火災が発生しても自動動作を行いません。 

・「現地単独」時は放水制限が無効となるため、制限台数を超えて放水することができ、

消火活動に有効な放水量を確保できない場合があります。 
 

(10) センサ作動試験異常 

 

① エラーコード：  

 

② エラーコード内容： 

 

 赤外線リニアセンサのセルフチェック結果の異常を検出。 

 

③ 主要な異常要因： 

 

ａ．該当するＳＲノズル内の赤外線リニアセンサの受光窓の汚損 

ｂ．該当するＳＲノズル内の試験光源の汚損 

ｃ．該当するＳＲノズル内の試験光源の黒化・白濁・破損、フィラメント断線 

ｄ．該当するＳＲノズル内の制御系異常（エラーコード ） 

ｅ．該当するＳＲノズルの検出系異常（エラーコード ） 

ｆ．該当するＳＲノズルのセンサ異常（エラーコード ） 

 

④ 状況確認・対処： 

 

該当するＳＲノズルが制御系異常（エラーコード ）となっていた場合は、「(3) 制御系異

常」、検出系異常（エラーコード ）となっていた場合は「(14) 検出系異常」、又センサ異常

（エラーコード ）となっていた場合は「(9) センサ異常」、それぞれの「④ 状況確認・対

処」を参照してください。検出系異常とセンサ異常が同時に現れた場合は、「(14) 検出系異常」

の「④ 状況確認・対処」の方を参照してください。 

その他の場合は以下の処置を行います。 

 

ａ．試験光源の点検および受光窓と光源の清掃 

 

 ＳＲノズル内の試験光源を点検し、赤外線リニアセンサの受光窓および試験光源の清掃します。 

 

ａ－１． 該当するＳＲノズルの電源を遮断して、ＳＲノズル背面の背面パネルを開きます。 
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ａ－２． 背面パネル側から見て左側、赤外線リニアセンサ正面にある試験光源に異常がないか

点検します。 

 ・試験光源に何らかの異常（割れている、白く濁っている等）があった場合：  

 → 試験光源の交換を要します。当社へ連絡してください。 

ａ－３． 試験光源と赤外線リニアセンサの受光窓をハケ、エアーブラシ、乾いた柔らかい布や

綿棒等を用いて埃、汚れ、くもり等を取り除きます。 

赤外線リニアセンサの受光窓（薄いサファイアガラス）を割らぬよう、清掃時には大

きな力を加えないよう注意してください。 

 

   →清掃が終了したらｂ．へ。 

 

ｂ．炎検知器の受光窓およびコニカルリフレクタの清掃 

 

赤外線リニアセンサが汚損によって作動試験異常となった場合は炎検知器も同様に汚損してい

ると考えられるため、炎検知器の受光窓およびコニカルリフレクタの清掃を行います。清掃方法

は「(11) 炎検知器異常」の「④ 状況確認・対処 ａ．」を参照してください。 

 

 →清掃が終了したらｃ．へ。 

 

ｃ．試験光源の動作確認・対処 

 

現地操作盤よりセルフチェックを始動し、試験光源が正常に動作するかどうか確認します。

セルフチェックは以下の手順で行います。 

 

ｃ－１． 現地操作盤の盤面操作キーを「有効」とし、「現地単独」釦を押す。（「現地単独」灯

が点灯する） 

ｃ－２． セルフチェックを行うＳＲノズルの「ノズル操作権現地」と「左」「右」旋回の３つの

釦を同時に１秒以上押す。 

ｃ－３． 数秒後に試験光源が約３分間点灯する。試験光源フィラメントの状態を、ミラー等を

用いて確認します。点灯中はフィラメントが橙色となります。（下図参照。フィラメント

を直視しないと点灯状態を確認できません。） 

ｃ－４． 「現地単独」釦を押し、「現地単独」を解除する。 

 

試験光源はこのスリットの奥にあります 

端子台（ＴＢＬ）は 

この裏にあります 
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ｃ－５． セルフチェック終了後、異常とならないことを確認します。（ＳＲノズル内部の試験光

源点灯中はセルフチェック実行中です。セルフチェックが終了して「操作権現地」灯が

消灯するまで「全復旧」操作は行わないでください。セルフチェック実行時間は約３分

です。） 

・セルフチェック中、試験光源が点灯しなかった場合： 

→ セルフチェック中、端子台ＴＢＬに１２Ｖが供給されていることを確認してくだ

さい。端子台に１２Ｖの出力がないようでしたら、電源装置等の異常が疑われま

す。当社へ連絡してください。 

・セルフチェックの結果、センサ作動試験異常（エラーコード ）となった：  

→ 当社へ連絡してください。 

試験光源点灯の確認（ＳＲノズル背面より） 
 

 
注意 

盤内の結線作業や、ＳＲノズル内のコネクタの抜き差し等を行う時は、必ず電源を遮断し

てから行ってください。 
絶縁計を使用する前に、あらかじめ低圧テスタにて、絶縁抵抗が劣化していないことを確

認してください。 
外したパネルは元どおりに取り付けてください。 
パネルが歪んでいる場合、無理矢理取り付けたりしないでください。故障の原因となりま

す。 

 
注意 

ＳＲノズルが動作中、または動作終了直後に電源を遮断しないでください。 

また、頻繁に電源をＯＮ－ＯＦＦすることは止めてください。 

機器の故障の原因となります。 

通常時は「現地単独」で運用しないでください。非常時に有効な消火活動の妨げになるこ

とがあります。 

・「現地単独」時は火災が発生しても自動動作を行いません。 

・「現地単独」時は放水制限が無効となるため制限台数を超えて放水することができ、消

火活動に有効な放水量を確保できない場合があります。 

試験光源および赤外線リニアセンサの受光窓は直接手ではふれないようにしてください。

又受光窓は割れやすいので、大きな力を加えないように注意してください。 

試験光源のガラス表面を傷つけないようにしてください。破損の原因となります。又、点

灯中の試験光源は高温となるので、手で触れたりしないでください。 

 

 

ミラー 

試験光源 

フィラメント 

赤外線リニアセンサ 
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(11) 炎検知器異常 

 

① エラーコード：  

 

② エラーコード内容： 

 

 炎検知器の故障信号を検出。 

 

③ 主要な異常要因： 

 

ａ．該当するＳＲノズル内の炎検知器の故障 

ｂ．該当するＳＲノズル内の炎検知器の受光窓汚損 

ｃ．該当するＳＲノズルの内部配線の異常（断線、不完全な結線等） 

ｄ．該当するＳＲノズルの制御部の異常 

ｅ．該当するＳＲノズルの検出系異常（エラーコード ） 

 

④ 状況確認・対処： 

 

該当するＳＲノズルが検出系異常（エラーコード ）となっていた場合は、「(14) 検出系異常」

の「④ 状況確認・対処」を参照してください。 

 検出系異常（エラーコード ）となっていない場合、まず中央操作盤数表示器に表示されている

全てのエラーコード、ノズル№を記録した上で、中央操作盤より「全復旧」操作を行います。その

後も再び異常となるようでしたら、以下の処置を行います。 

 

ａ．炎検知器の受光窓およびコニカルリフレクタの清掃 

 

 炎検知器の受光窓およびコニカルリフレクタ（上下２カ所）の清掃を行います。（下図を参照） 

 

ａ－１． 該当するＳＲノズルの電源を遮断して、ＳＲノズル背面の背面パネルを開けます。 

ａ－２． 炎検知器の受光窓およびコニカルリフレクタをハケ、エアーブラシ、乾いた柔らかい

布、綿棒等を用いて埃、汚れ、くもり等を取り除きます。 

ａ－３． 背面パネルを開けた状態で、ＳＲノズルの電源を投入、復旧操作をします。 

ａ－４  「(12) 炎検知器作動試験異常」の「④ 状況確認・対処 ａ」を行い、炎検知器異常

（エラーコード ）が出なくなるかどうか確認します。 

→ 再び炎検知器異常となった場合は、当社へ連絡してください。 

 

炎検知器清掃箇所（受光部詳細図） 
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注意 

盤内の結線作業や、ＳＲノズル内のコネクタの抜き差し等を行う時は、必ず電源を遮断し

てから行ってください。 
絶縁計を使用する前に、あらかじめ低圧テスタにて、絶縁抵抗が劣化していないことを確

認してください。 

 
注意 

ＳＲノズルが動作中、または動作終了直後に電源を遮断しないでください。 

また、頻繁に電源をＯＮ－ＯＦＦすることは止めてください。 

機器の故障の原因となります。 

 

(12) 炎検知器作動試験異常 

 

① エラーコード：  

 

② エラーコード内容： 

 

炎検知器のセルフチェック結果の異常。 

 

③ 主要な異常要因： 

 

ａ．該当するＳＲノズル内の炎検知器の故障 

ｂ．該当するＳＲノズル内の炎検知器受光窓の汚損 

ｃ．該当するＳＲノズルの内部配線の異常（断線、不完全な結線等） 

ｄ．無線機、高圧ケーブル等のノイズによる炎検知器の誤動作 

ｅ．該当するＳＲノズルの検出系異常（エラーコード ） 

ｆ．該当するＳＲノズルの炎検知器異常（エラーコード ） 

 

④ 状況確認・対処： 

 

該当するＳＲノズルが検出系異常（エラーコード ）となっている場合は「(14) 検出系異常」、

炎検知器異常（エラーコード ）となっている場合は「(11) 炎検知器異常」の、それぞれの「④ 

状況確認・対処」を参照してください。これらが同時に現れている場合、「(14) 検出系異常」の

「④ 状況確認・対処」の方を参照してください。その他の場合は以下の処置を行います。 

 

ａ．セルフチェックの実行 

 

 現地操作盤よりセルフチェックを始動し、炎検知器作動試験異常（エラーコード ）とな

らないことを確認します。セルフチェックは以下の手順で行います。 

 

ａ－１． 現地操作盤の盤面操作キーを「有効」とし、「現地単独」釦を押します。（「現地単独」

灯が点灯する） 

ａ－２． セルフチェックを行うＳＲノズルの「ノズル操作権現地」と「左」「右」旋回の３つの

釦を同時に１秒以上押します。 

ａ－３． 数秒後にＳＲノズル内部の赤外線リニアセンサ用試験光源が点灯します。 

ａ－４． 「現地単独」釦を押し、「現地単独」を解除します。 

ａ－５． セルフチェック終了後、中央操作盤に異常灯が点灯していないか確認します。（ＳＲノ

ズル内部の試験光源点灯中はセルフチェック実行中。セルフチェック終了で「操作権現

地」灯が消灯します。セルフチェック実行時間は約３分です。） 
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 セルフチェックの結果、炎検知器作動試験異常（エラーコード ）となった場合： 

 → 「(4) 炎検知器異常」の「④ 状況確認・対処 ａ．」を参照して清掃を行い、再

びセルフチェックで異常となる場合は当社へ連絡してください。 

 

 
注意 

盤内の結線作業や、ＳＲノズル内のコネクタの抜き差し等を行う時は、必ず電源を遮断し

てから行ってください。 
絶縁計を使用する前に、あらかじめ低圧テスタにて、絶縁抵抗が劣化していないことを確

認してください。 

 
注意 

通常時は「現地単独」で運用しないでください。非常時に有効な消火活動の妨げになるこ

とがあります。 

・「現地単独」時は火災が発生しても自動動作を行いません。 

・「現地単独」時は放水制限が無効となるため、制限台数を超えて放水することができ、

消火活動に有効な放水量を確保できない場合があります。 
ＳＲノズルが動作中、または動作終了直後に電源を遮断しないでください。 

また、頻繁に電源をＯＮ－ＯＦＦすることは止めてください。 

機器の故障の原因となります。 

ＳＣ学習スイッチ、リセットスイッチには手をふれないでください。 

 

(13) 中央送信異常 

 

① エラーコード：  

 

② エラーコード内容： 

 

ＳＲノズルが中央操作盤から正常な伝送信号を受信できない。 

 

③ 主要な異常要因： 

 

ａ．中央操作盤の異常（通信モジュール、内部配線の異常） 

ｂ．該当するＳＲノズル～中央操作盤間の伝送線の異常（断線、不完全な結線等） 

ｃ．無線機、高圧ケーブル等のノイズにより伝送波形が壊れている。 

ｄ．該当するＳＲノズルの内部（制御部、伝送回路、配線等）の異常 

 

④ 状況確認・対処： 

 

 「(2)通信モジュール異常」の「④ 状況確認・対処」を参照してください。 

 

(14) 検出系異常 

 

① エラーコード：  

 

② エラーコード内容： 

 

ＳＲノズルの検出系統の電源電圧低下を検出。 
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③ 主要な異常要因： 

 

ａ．該当するＳＲノズルに結線異常（断線、不完全な結線等）がある。 

ｂ．該当するＳＲノズルの内部（制御部、電源部）が故障している。 

ｃ．該当するＳＲノズルの炎検知器が故障している。 

ｄ．該当するＳＲノズルの赤外線リニアセンサが故障している。 

 

④ 状況確認・対処： 

 

ａ．ＳＲノズルの電源状態の確認・対処 

 

ａ－１．ＳＲノズルへの電源出力の確認 

現地操作盤（電源盤を設置している場合は電源盤）内の該当するＳＲノズルへの電源

出力（P11-N1 間、P12-N1 間、P2-N2 間、P31-N3 間、P32-N3 間、P33-N3 間、P34-N3

間）が 24Ｖ±10％の範囲内であることを確認します。 

 

 ・全て 24Ｖ±10％の範囲内である： 

→ 現地操作盤又は電源盤～ＳＲノズル（コネクタＣＴ１）間の電源ケーブル、ＳＲ

ノズル内のコネクタケーブルを点検し、異常が認められない場合は当社へ連絡し

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注意 

コネクタを取り外す場合はコネクタロック解除冶具を使用してください。 

コネクタのロック解除ボタンを冶具で解除した状態でコネクタを真っ直ぐ引いて取外し

てください。（４３ページ参照） 

 
注意 

外したパネルは元どおりに取り付けてください。 
パネルが歪んでいる場合、無理矢理取り付けたりしないでください。故障の原因となりま

す。 

 

パネルを外す 

ＣＴ１ 

ＣＴ２ 

ＣＴ３ 

ＣＴ４ 

コネクタ部 
ＳＲノズル背面 
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 ・全てのＤＣ出力端子で電圧が低下している： 

→ ａ－２．ヘ。 

 ・P2-N2 間（検出系統）を含む一部のＤＣ出力端子で電圧が低下している： 

→ ａ－３．へ。 

 

ａ－２．スイッチング電源のＡＣ入力およびＤＣ出力の確認 

 

 ・スイッチング電源ＡＣ入力Ｌ－Ｎ間にＡＣ100Ｖが印加されていない： 

→ 中央操作盤～ＳＲノズル電源（現地操作盤又は電源盤）間の電路が正常か確認し

てください。 

 

 ・スイッチング電源ＡＣ入力Ｌ－Ｎ間にＡＣ100Ｖが印加されており、 

  ＤＣ出力（Ｖ+－Ｖ-間）が 24Ｖ±10％の範囲内である： 

→ 現地操作盤（電源盤を設置している場合は電源盤）内の配線等に異常がないか確

認してください。 

  異常がない場合、ａ－３へ。 

 

 ・スイッチング電源ＡＣ入力Ｌ－Ｎ間にＡＣ100Ｖが印加されているが、 

  ＤＣ出力（Ｖ+－Ｖ-間）が低下している： 

→ 外来サージ等によってスイッチング電源の過電圧保護回路が作動している 

  可能性があります。当該ＳＲノズルの電源を一旦遮断し、10 秒以上経ってから 

  再投入すると過電圧保護回路は復旧します。回復しない場合はｃ．へ。 

 

ａ－３．現地操作盤（電源盤を設置している場合は電源盤）内のヒューズの確認 

盤内のヒューズを点検し、溶断しているヒューズがありましたら、交換してください。

ヒューズを交換する際は、必ずＳＲノズルの電源を遮断してから行ってください。 

 

・ヒューズが溶断していない場合又は再び溶断する場合： 

→ ｂ．へ。 

 

ｂ．電源の異常箇所の調査 

 

ｂ－１．当該ＳＲノズルの電源を一旦遮断し、出力端子 P2 の外部配線を外した上で電源を再投

入して、P2-N2 間の電圧が 24Ｖ±10％の範囲内となるか調べます。 

 

・P2-N2 間の電圧が低い： 

→ 現地操作盤（電源盤を設置している場合は電源盤）内の配線等に異常がないか確

認してください。 

 ・24Ｖ±10％の範囲内である： 

 → ｂ－２．へ。 

 

ｂ－２．当該ＳＲノズルの電源を一旦遮断し、前項で外した外部配線を元に戻してください。 

次にＳＲノズルのコネクタＣＴ１を外した上で電源を再投入して、P2-N2 間の電圧が 24

Ｖ±10％の範囲内となるか調べます。 

 



 

 ７０

・P2-N2 間の電圧が低い： 

→ 現地操作盤又は電源盤～ＳＲノズル（コネクタＣＴ１）間の電源ケーブルを点検

してください。短絡、絶縁不良等の異常が認められない場合、当社へ連絡してくだ

さい。 

 

・24Ｖ±10％の範囲内である： 

→ 当社へ連絡してください。 

 

ｃ．無負荷時スイッチング電源ＤＣ出力の確認 

 

当該ＳＲノズルの電源を遮断して、現地操作盤又は電源盤内の当該ＳＲノズルのスイッチン

グ電源出力（P11,P12,P2,P31,P32,P33,P34）の外部配線を外します。再度電源を投入して、

スイッチング電源のＤＣ出力Ｖ+－Ｖ-間が 24Ｖ±10％の範囲内となるか確認します。 

 

 ・ＤＣ出力正常の場合： 

→ ｂ－２．へ。 

 ・ＤＣ出力異常の場合： 

→ スイッチング電源の異常が疑われます。出力電圧値を記録し、当社へ連絡してく

ださい。 

 

 

注意 

盤内の結線作業・ヒューズの交換や、ＳＲノズル内のコネクタの抜き差し等を行う時は、

必ず電源を遮断してから行ってください。 
絶縁計を使用する前に、あらかじめ低圧テスタにて、絶縁抵抗が劣化していないことを確

認してください。 

 
注意 

ＳＲノズルが動作中、または動作終了直後に電源を遮断しないでください。 

また、頻繁に電源をＯＮ－ＯＦＦすることは止めてください。 

機器の故障の原因となります。 

 

(15) エコーバック異常 

 

① エラーコード：  

 

② エラーコード内容： 

 

中央操作盤からの出力信号とＳＲノズルの応答結果（エコーバック）が不一致 

 

③ 主要な異常要因： 

 

ａ．無線機、高圧ケーブル等のノイズにより伝送波形が壊れている。 

ｂ．該当するＳＲノズル内部（制御部、伝送回路等）の異常 

ｃ．該当するＳＲノズル～中央操作盤間の伝送線の異常 

ｄ．中央操作盤の通信モジュールの異常 



 

 ７１

 

④ 状況確認・対処： 

 

 「(2)通信モジュール異常」の「④ 状況確認・対処」を参照してください。 

 

(16) 復旧異常 

 

① エラーコード：  

 

② エラーコード内容： 

 

「全復旧」操作をしてもＳＲノズルが格納されない（ＳＲノズルの格納信号を受信できない）。 

 

③ 主要な異常要因： 

 

ａ．該当するＳＲノズル内部の異常（格納スイッチの異常、断線等）で格納状態を認識できない 

ｂ．該当するＳＲノズル内のリレーの異常で格納状態を認識できない 

ｃ．該当するＳＲノズル～現地操作盤間の電路異常で格納信号が途絶えている 

ｄ．他の異常（ ：ＳＲノズル無応答、 ：旋回異常、 ：起動弁異常等）で、格納動作が中断

されている。 

 

④ 状況確認・対処： 

 

該当するＳＲノズルに格納動作に影響する他の異常（ ：ＳＲノズル無応答、 ：旋回異常、

：起動弁異常等）が発生していた場合、それぞれのエラーコードの「④ 状況確認・対処」

を参照して異常要因を排除してください。 

復旧異常（エラーコード ）のみの場合は以下の処置を行います。 

 

ａ．ＳＲノズル格納状態の確認 

 

該当するＳＲノズルの現地操作盤「格納」灯表示を確認します。 

 

・現地操作盤の「格納」灯が消灯している： 

→ ｂ．へ。 

・現地操作盤の「格納」灯が点灯している： 

→ 中央操作盤より「全復旧」操作を行ってください。再び異常となるようでしたら当

社へ連絡してください。 

 

ｂ．ＳＲノズル～現地操作盤間の電路の点検 

 

ＳＲノズル～現地操作盤間の電路に断線、短絡、絶縁不良、不完全な結線等の異常がないか点検

します。異常が認められない場合は当社へ連絡してください。 

 

 



 

 ７２

 
注意 

ノズル操作の動作確認を行う場合には、当該放水区域に放水することなく試験を行うため

に、必ず遠隔操作弁の二次側の止水弁を閉止してから行ってください。 

ＳＲノズルの旋回扉を手で回転させる時は必ず電源を遮断としてください。 

絶縁計を使用する前に、あらかじめ低圧テスタにて、絶縁抵抗が劣化していないことを確

認してください。 

ＳＲノズルの格納は盤操作（「全復旧」または「復旧」操作）で行ってください。格納操

作を手で行うと赤外線リニアセンサと試験光源の位置がずれてセルフチェック異常など

が発生する場合があります。 

 
注意 

ＳＲノズルが動作中、または動作終了直後に電源を遮断しないでください。 

また、頻繁に電源をＯＮ－ＯＦＦすることは止めてください。 

機器の故障の原因となります。 

 

８．オーバーホールの実施について 

ＳＲ１００システムを構成する機器・部品には長寿命のものを使用していますが、永久に使用で

きるものではありません。設備を維持管理するために定期的なオーバーホールをお薦めします。 

機器・部品の寿命は使用状態、使用環境で大幅に変化します。一年を通しての平均周囲温度を

30℃程度と見込んだ場合の、オーバーホール周期の目安を下表に示します。その他の使用環境に

ついては、当社へお問い合わせください。 

装置名称 対象機器・部品 
推奨ｵｰﾊﾞｰﾎｰﾙ周期 

(平均周囲温度 30℃と

した場合) 

中央操作盤 

ｽｲｯﾁﾝｸﾞ電源 ５年 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙｺﾝﾄﾛｰﾗのﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ電池 ３年 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙｺﾝﾄﾛｰﾗ本体 １０年 

無停電電源装置(ＵＰＳ) 
電池/冷却ファン ５年（※１） 

無停電電源装置（ＵＰＳ）一式 １０年 

現地操作盤 ｽｲｯﾁﾝｸﾞ電源 ５年 

電源盤（※２） ｽｲｯﾁﾝｸﾞ電源 ５年 

ＳＲノズル 

制
御
ユ
ニ
ッ
ト 

ｽｲｯﾁﾝｸﾞ電源 ５年 

制御ユニット １０年 

赤外線ﾘﾆｱｾﾝｻ １０年 

炎検知器 １０年 

※１：製品仕様により異なります。 

※２：現地操作盤に内蔵している場合があります。 
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SR100 システム 動作確認表 (1/３) 
 
 

（9）中央操作盤 ② 機能検査 b.作動試験（P.25） 

 操作項目 
確認事項 

判定 
作動状況 中央操作盤 現地操作盤 

① 

・放水させる SR ノズ
ルのノズル操作権
『中央』を押す。 

       ◆当該 SR ノズルの操作権『中
央』点灯 

◆放水『停止』点灯 

◆当該SRノズルの操作権
『中央』点灯 

 

② 

・『放水準備』を押す。 ◆当該 SR ノズルが起動
し中央（正面）を向く 

◆当該 SR ノズルの『格納』消
灯 

◆『放水準備』点滅→点灯 
◆当該 SR ノズルの操作権『自
動』消灯 

◆当該SRノズルの『格納』
消灯 

 

③ 
・旋回『左』，『右』を
押す。 

◆SRノズル左右旋回動作    

④ 

・放水『放水』を押す。 
 

◆当該電動ボール弁開放 
◆消火ポンプ起動     
◆当該 SR ノズル遥動開

始 

◆放水『停止』消灯 
◆放水『放水』点灯 
◆当該 SR ノズルの『放水中』
点灯 

◆消火ポンプ『運転』点灯 

◆当該 SR ノズルの『放水
中』点灯 

 

⑤ 

・放水『停止』を押す。 ◆当該電動ボール弁閉止 
◆当該 SR ノズル遥動停

止 

◆放水『放水』消灯 
◆放水『停止』点灯 
◆当該 SR ノズルの『放水中』
消灯 

◆当該 SR ノズルの『放水
中』消灯 

 

⑥ 

・『全復旧』を押す。 ◆当該 SR ノズル格納 ◆当該 SR ノズルの操作権『中
央』消灯、『自動』点灯 

◆当該 SR ノズルの『格納』点
灯 

◆当該SRノズルの操作権
『中央』消灯 

◆当該SRノズルの『格納』
点灯 

 

⑦ 
・消火ポンプ制御盤に
て消火ポンプを停止
する。 

◆消火ポンプ停止 ◆消火ポンプ『運転』消灯   

 

 

注意 

中央操作盤の機能点検を実施する場合には、当該放水区域に放水することなく試験を行うために、必ず遠
隔操作弁の二次側の止水弁を閉止し、試験用排水弁を開放してから行ってください。 

ＳＲノズルの格納操作は、必ず盤操作による放水準備でＳＲノズルを振り出してから復旧で格納してくだ
さい。手で直接格納すると、セルフチェック異常などが発生する場合があります。 

点検を終了する際は、中央操作盤より「全復旧」操作を行い、消火ポンプ制御盤にて消火ポンプを停止さ
せてください。 

点検を終了する際は、消火ポンプの停止を確認して、遠隔操作弁の二次側の止水弁を開放状態に、試験用
排水弁を閉止状態に戻してください。 

 

注意 

絶縁計を使用する前に、あらかじめ低圧テスタにて、絶縁抵抗が劣化していないことを確認してください。 

 

添付資料(1/3) 
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SR100 システム 動作確認表(2/３) 

 

（10）現地操作盤 ② 機能検査（P.27） 

 操作項目 
確認事項 

判定 
作動状況 中央操作盤 現地操作盤 

① 
・盤面操作キーを『有効』

にする。 
  ◆盤面操作『無効』消灯 

 
 

② 

・放水させる SR ノズル
のノズル操作権『現地』
を押す。 

 ◆当該 SR ノズルの操作権『現
地』点灯 

◆当該 SR ノズルの操作
権『現地』点灯 

◆放水『停止』点灯 

 

③ 

・『放水準備』を押す。 ◆当該 SR ノズルが起動
し中央（正面）を向く 

◆当該 SR ノズルの操作権『自
動』消灯 

◆当該 SR ノズルの『格
納』消灯 

◆『放水準備』点滅→点
灯 

 

④ 
・旋回『左』，『右』を押

す。 
◆SR ノズル左右旋回動

作 
   

⑤ 

・放水『放水』を押す。 ◆当該電動ボール弁開放 
◆消火ポンプ起動    
◆当該 SR ノズル遥動開

始 

◆当該 SR ノズルの『放水中』
点灯 

◆消火ポンプ『運転』点灯 

◆放水『停止』消灯 
◆放水『放水』点灯 
◆当該 SR ノズルの『放
水中』点灯 

 

⑥ 

・放水『停止』を押す。 ◆当該電動ボール弁閉止 
◆当該 SR ノズル遥動停

止 

◆当該 SR ノズルの『放水中』
消灯 

◆放水『放水』消灯 
◆放水『停止』点灯 
◆当該 SR ノズルの『放
水中』消灯 

 

⑦ 

・『復旧』を押す。 ◆当該 SR ノズル格納 
 

◆当該 SR ノズルの『格納』点
灯 

◆当該 SR ノズルの操作権『現
地』消灯、『自動』点灯 

◆当該 SR ノズルの操作
権『現地』消灯 

◆当該 SR ノズルの『格
納』点灯 

 

⑧ 
・消火ポンプ制御盤にて消
火ポンプを停止する。 

◆消火ポンプ停止 ◆消火ポンプ『運転』消灯   

 

 

 

注意 

中央操作盤の機能点検を実施する場合には、当該放水区域に放水することなく試験を行うために、必ず遠
隔操作弁の二次側の止水弁を閉止し、試験用排水弁を開放してから行ってください。 

ＳＲノズルの格納操作は、必ず盤操作による放水準備でＳＲノズルを振り出してから復旧で格納してくだ
さい。手で直接格納すると、セルフチェック異常などが発生する場合があります。 

点検を終了する際は、中央操作盤より「全復旧」操作を行い、消火ポンプ制御盤にて消火ポンプを停止さ
せてください。 

点検を終了する際は、消火ポンプの停止を確認して、遠隔操作弁の二次側の止水弁を開放状態に、試験用
排水弁を閉止状態に戻してください。 

 

注意 

絶縁計を使用する前に、あらかじめ低圧テスタにて、絶縁抵抗が劣化していないことを確認してください。 

 

添付資料(2/3) 
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SR100 システム 動作確認表(３/３) 

 

（12）総合点検 ② 総合作動（P.30） 

 
操作項目 

（C．試験方法） 

確認事項 
判定 

作動状況 中央操作盤 現地操作盤 

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 

・中央操作盤にて、放水
モードキーを「自動」に
して、当該 SR ノズルが
受け持つ放水区域内の
自動火災報知設備の感
知器を作動させ、火災信
号を入力する。 

・火源に点火する。 

◆当該火災区画の SR ノズ
ルが起動，旋回 

       
◆赤外線リニアセンサ 

火災火源探査・検出 
       

◆『火災』点灯 
◆『格納』消灯 
◆警報鳴動 
 
 

◆『火災』点灯 
◆『格納』消灯 

 
 

◆炎検知器 火源確定 
      
◆放水部 指向・停止 
 

◆火源確定した SR ノズル
の『火源確定』点灯 

◆火源確定した SR ノズ
ルの『火源確定』点灯 

 

◆SR ノズル旋回完了    
◆最適な SR ノズルが選択
され、当該 SR ノズルの電
動ボール弁開放。 

◆消火ポンプ起動 
◆当該 SR ノズル遥動開始 

◆当該 SR ノズルの『放水
中』点滅→『放水中』点
灯 

◆消火ポンプ『運転』点灯 

◆当該 SR ノズルの『放水
中』が点灯 

 

⑦ 

・中央操作盤にて、当該
SR ノズルのノズル操
作権『中央』を押す。 

 ◆当該 SR ノズルの操作権
『中央』点灯、『自動』消
灯 

◆放水『放水』点灯 

  

・中央操作盤にて、放水
『停止』を押す。 

◆当該電動ボール弁閉止 
◆当該 SR ノズル遥動開始 

◆当該 SR ノズルの『放水
中』消灯 

◆当該 SR ノズルの『放水
中』消灯 

 

⑧ 

・火災信号を復旧する。 
・中央操作盤の『全復旧』

を押す。 

◆当該 SR ノズル格納 ◆『火災』消灯 
◆当該 SR ノズルの『放水
中』消灯 

◆当該 SR ノズルの操作権
『中央』消灯、『自動』点
灯 

◆当該 SR ノズルの『火源
確定』消灯 

◆当該 SR ノズルの『格納』
点灯 

◆警報鳴動停止 

◆『火災』消灯 
◆当該 SR ノズルの『放水
中』消灯 

◆当該 SR ノズルの操作
権『中央』消灯 

◆当該 SR ノズルの『火源
確定』消灯 

◆当該 SR ノズルの『格
納』点灯 

 

⑨ 
・消火ポンプ制御盤にて消

火ポンプを停止する。 
◆消火ポンプ停止 ◆消火ポンプ『運転』消灯   

 

 

注意 

中央操作盤の機能点検を実施する場合には、当該放水区域に放水することなく試験を行うために、必ず
遠隔操作弁の二次側の止水弁を閉止し、試験用排水弁を開放してから行ってください。 

ＳＲノズルの格納操作は、必ず盤操作による放水準備でＳＲノズルを振り出してから復旧で格納してく
ださい。手で直接格納すると、セルフチェック異常が発生する場合があります。 

点検を終了する際は、中央操作盤より「全復旧」操作を行い、消火ポンプ制御盤にて消火ポンプを停止
させてください。 

点検を終了する際は、消火ポンプの停止を確認して、遠隔操作弁の二次側の止水弁を開放状態に、試験
用排水弁を閉止状態に戻してください。 

 

警告 

この試験では、実際に炎を使うので、可燃性ガスの雰囲気中、可燃性資材の側、大量の埃や塵のある場
所、風の強い場所、人混みの中では絶対に行わないでください。 

 

添付資料(3/3) 


